
黄
河
河
道
攣
遷
の
地
霧
學
・
的
考
察

岡

　
黄
河
々
道
の
礎
遷
ご
題
し
て
今
私
の
述
べ
ん
ご
す
る
駈

は
、
主
こ
し
て
所
謂
中
毒
福
野
の
部
分
に
於
け
る
愛
遷
で

あ
る
。
普
通
に
北
支
那
平
原
ε
辮
す
る
部
分
、
そ
れ
は
、

感
奮
に
黄
河
の
沖
積
作
用
で
出
　
來
淀
地
域
で
あ
る
が
、
其

の
二
野
に
於
け
る
黄
河
々
滋
の
遜
遷
を
考
察
せ
ん
こ
す
る

の
で
あ
る
。

　
大
膿
黄
河
ご
い
ふ
河
は
非
常
に
大
規
模
な
河
で
あ
る
か

ら
、
其
の
河
源
に
つ
い
て
は
、
古
い
時
代
に
は
色
々
な
推

測
を
加
へ
た
河
源
説
が
あ
る
位
で
あ
っ
て
、
確
實
な
る
水

源
ご
云
ふ
も
の
は
、
除
程
の
後
世
に
な
る
迄
明
か
で
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
道
攣
遽
の
地
丈
學
的
考
察

文
學
士
　
藤
　
　
田

元
　
春

　
禺
貢
に
よ
る
ε
「
遵
河
積
石
」
ご
記
し
て
あ
る
。
こ
の
積

石
こ
い
ふ
山
は
現
在
繭
脚
州
附
近
に
あ
る
山
で
あ
る
。
從
っ

て
禺
貢
の
編
纂
さ
れ
た
、
凡
そ
漏
電
頃
の
地
理
上
の
智
識

で
は
黄
河
は
こ
の
薩
州
邊
の
積
石
山
附
近
ま
で
知
ら
れ
て

居
っ
た
も
の
で
、
其
れ
よ
り
上
流
は
、
ま
だ
明
か
に
知
れ

て
み
な
か
つ
だ
も
の
ざ
見
る
べ
き
で
あ
る
。
山
海
経
に
は

「
箆
播
之
由
河
水
出
焉
」
ご
記
さ
れ
て
み
る
が
、
さ
て
こ
の

箆
揚
こ
い
ふ
山
｝
は
、
ム
ー
日
の
何
虚
だ
こ
謹
明
さ
れ
が
た
い

も
の
で
あ
っ
て
、
軍
に
河
水
の
出
る
所
を
箆
掃
こ
い
ふ
の

だ
、
ご
云
つ
だ
こ
同
標
で
あ
る
か
ら
、
河
源
又
は
箆
崇
、
何

れ
も
不
明
で
あ
っ
た
。
が
漢
代
に
張
霧
の
難
風
が
あ
っ
て

史
記
大
意
傳
に
は
、
「
櫨
澤
潜
行
」
し
て
其
南
則
河
竹
出
づ

ご
考
へ
る
に
や
う
に
な
っ
た
け
れ
こ
も
、
漢
存
日
地
理
志
に

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
七
　
（
山
八
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
研
擁
　
，
黄
河
河
蓮
愛
藩
の
地
丈
學
約
考
察

は
積
石
山
を
記
し
て
、
河
源
に
及
ん
で
み
な
い
。
か
や
う

に
黄
河
の
河
源
は
、
除
程
後
世
迄
探
槍
さ
れ
て
る
な
か
っ

た
も
の
で
、
唐
書
の
吐
蕃
傳
に
は
、
書
意
黎
山
を
箆
掻
だ

ビ
記
し
、
そ
れ
を
河
源
だ
ざ
記
し
て
み
る
け
れ
ご
も
、
こ

の
悶
摩
黎
山
ざ
い
ふ
の
が
、
今
日
で
は
又
々
わ
か
り
か
ね

る
。
た
や
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
劉
元
〆
が
黄
河
上
流
を

探
究
し
た
こ
ご
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
が
下
っ
て
河
心
の

蓋
明
に
な
っ
た
の
は
、
元
至
言
十
七
年
（
一
二
入
○
）
都
錦

ご
い
ふ
人
の
探
槍
に
始
ま
る
ご
見
て
よ
ろ
し
い
。
（
史
林
第

一
懇
二
號
小
川
敏
授
黄
河
水
源
問
題
墾
照
）
都
實
の
探
槍

は
、
星
宿
海
ま
で
い
あ
っ
た
が
、
次
で
清
朝
に
な
っ
て
康

照
五
十
六
年
（
一
七
一
七
）
に
は
、
星
宿
海
よ
り
更
に
二
百

里
上
流
の
眞
源
を
探
査
す
る
こ
ご
を
得
だ
の
で
あ
る
。
誠

に
世
界
的
の
大
河
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
河
源
を
究
め
る

こ
ご
が
出
來
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
黄
河
は
、

こ
の
星
宿
海
附
近
か
ら
流
れ
は
じ
め
て
、
一
且
東
南
に
繊

る
が
、
大
積
石
山
の
邊
か
ら
、
方
向
を
東
北
に
蒋
じ
、
蘭

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
】
八
（
」
九
〇
）

州
附
近
の
積
石
の
麓
を
め
ぐ
っ
て
、
支
那
本
部
仁
入
り
、

そ
れ
が
又
長
城
に
澹
ひ
て
、
東
北
、
寧
夏
の
邊
に
出
で
、

そ
こ
か
ら
叉
、
北
流
し
て
塞
外
に
出
で
、
、
邪
爾
多
斯
の

低
窪
地
に
流
れ
込
む
の
で
あ
る
。

　
私
は
河
源
か
ら
、
こ
の
塞
外
恩
命
の
低
地
ま
で
の
黄
河

を
以
て
、
上
部
黄
河
ε
見
立
て
、
下
部
ご
歴
書
し
た
い
の

で
あ
る
。
大
霜
に
河
流
の
「
コ
ー
ス
」
に
は
、
上
流
、
申
流

下
流
の
三
段
が
あ
っ
て
、
各
水
勢
を
異
に
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
黄
河
は
こ
の
河
魚
に
流
れ
込
む
際
に
、
寧
夏
附
近

か
ら
し
て
、
既
に
洋
々
た
る
下
流
の
形
式
を
ご
つ
て
、
溝

渠
四
通
の
沃
野
を
開
い
て
み
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
河
套

の
南
を
限
る
山
脈
が
、
切
り
開
か
れ
す
に
、
一
の
障
壁
を

作
く
っ
て
み
る
も
の
こ
す
れ
ば
、
河
は
こ
の
邪
爾
多
斯
の

邊
に
、
一
大
内
陸
湖
を
つ
く
る
こ
ご
、
恰
も
「
ロ
プ
ノ
ル
」

の
地
形
こ
う
盛
事
で
あ
る
ど
思
は
れ
る
か
ら
、
黄
河
は
こ

㌧
で
、
ま
つ
一
段
落
が
つ
い
た
形
で
あ
る
。
然
る
に
實
際

は
、
東
樫
百
十
二
度
の
邊
に
激
て
、
山
西
毫
地
の
西
部
を



限
る
、
南
北
の
一
大
断
層
線
に
沼
ひ
て
南
下
す
る
こ
ご
、

な
っ
て
み
る
、
そ
こ
で
こ
の
山
西
省
ご
陳
西
省
こ
の
間
の

山
間
を
深
い
漢
谷
こ
な
っ
て
、
再
び
河
の
上
流
ご
し
て
の

形
式
を
備
へ
て
、
南
へ
流
れ
、
墨
水
洛
水
撃
水
な
ざ
の
支

流
を
集
め
、
撞
關
か
ら
東
へ
、
雄
大
な
る
峡
谷
を
開
い
て

最
後
に
支
那
馬
印
に
流
下
．
す
る
の
で
、
こ
、
ぼ
再
び
下
流

の
形
式
を
取
っ
て
、
洋
々
ざ
し
て
田
野
の
間
を
下
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
こ
の
再
び
長
城
を
横
ぎ
っ
て
か
ら
黄
河
を

下
部
の
黄
河
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
郎
黄
河
は
、
上
下
の

爾
部
を
嘱
せ
る
複
式
河
道
の
一
つ
の
標
本
で
あ
る
。
こ
こ

ろ
が
、
こ
の
河
の
二
部
に
分
れ
て
み
る
こ
い
ふ
、
地
勢
は
除

程
早
く
か
ら
、
世
人
に
注
目
せ
ら
れ
て
る
る
所
で
あ
っ
て

溝
漉
．
志
に
よ
る
ε
、
西
紀
前
九
五
、
（
大
指
二
年
）
漢
武
帝

に
齊
入
延
年
の
上
書
こ
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
延
年
の
考
に

「
河
は
箆
盗
に
出
で
中
富
を
へ
て
渤
海
に
注
ぐ
も
の
で
あ

る
が
ヤ
地
形
に
よ
り
て
、
大
河
を
上
領
山
頭
に
開
き
て
、

胡
中
に
出
し
、
東
海
に
注
が
ば
、
下
流
に
水
害
も
無
く
な

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
痘
愛
藩
の
地
交
學
的
考
察

り
．
同
時
に
飼
奴
の
戎
馬
に
封
ず
る
障
害
こ
も
な
っ
て
、

一
塞
爾
…
得
だ
こ
し
め
る
。

　
こ
の
献
策
に
野
し
て
、
其
れ
は
萬
の
溢
を
改
む
る
も
の

で
あ
る
、
ご
云
ふ
理
由
で
、
一
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
又

愚
行
不
可
能
の
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
延
年
の
こ
の

考
へ
方
は
、
地
勢
上
一
寸
面
覆
い
思
ひ
附
き
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
永
い
間
誰
れ
も
こ
の
考
を
悪
い
ご
云
っ
た
も
の
が

な
か
っ
た
Q
所
が
清
朝
の
初
め
、
銭
塘
の
入
事
漢
ε
云
ふ

學
者
が
出
た
、
こ
の
人
は
靱
輔
の
幕
下
に
つ
い
て
、
彼
の

治
水
工
事
を
完
成
し
た
人
で
あ
る
が
、
中
々
の
蓬
見
家
で

あ
る
。
こ
の
陳
潰
の
云
ふ
研
に
よ
る
ご
齊
人
延
年
の
言
は

理
論
で
あ
る
、
た
ビ
へ
西
域
よ
り
摩
る
水
を
導
い
て
塞
外

に
出
し
た
こ
こ
ろ
で
、
陳
西
、
山
西
一
帯
に
存
す
る
澄
水

溜
水
扮
水
戦
水
、
其
他
千
支
萬
派
の
流
は
依
然
ε
し
て
の

こ
る
。
此
［
ら
の
地
方
に
、
男
爵
月
の
雨
期
は
毎
年
必
ず
や

つ
て
く
る
、
從
っ
て
一
旦
雨
期
…
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
千
支

萬
派
の
支
流
は
、
す
べ
て
暴
濃
す
る
、
暴
濃
し
た
る
渚
水

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
九
（
一
カ
一
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
滋
憂
悪
の
地
文
學
的
考
察

は
、
す
べ
て
相
合
流
し
て
中
唐
の
李
野
に
下
る
の
は
當
然

で
あ
る
。
一
旦
暴
威
に
會
す
れ
ば
、
必
然
大
洪
水
は
避
け

が
だ
い
。
だ
こ
へ
、
上
部
蔀
寅
河
を
塞
北
に
導
い
た
所
で
、

易
ん
ぞ
申
國
山
水
の
、
暴
盗
す
る
の
害
を
免
が
れ
ん
や
ε

述
べ
て
み
る
。

　
誠
に
陳
潰
の
言
は
、
泰
然
の
言
で
あ
っ
て
、
大
士
に
上

部
黄
河
は
讃
し
も
下
部
黄
河
に
影
響
し
な
い
も
の
ε
見
て

よ
ろ
し
い
の
で
、
上
部
黄
河
の
水
源
地
は
、
寧
ろ
「
ア
ソ

ッ
ー
3
」
な
地
方
で
あ
る
、
下
部
黄
河
の
水
源
地
方
に
こ
そ

洪
水
の
原
因
ビ
な
る
氣
候
的
薫
化
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら

黄
河
の
治
水
こ
か
、
河
流
の
…
愛
冠
こ
か
云
ふ
べ
き
為
の
、

中
で
、
地
文
上
に
も
、
人
文
上
に
も
、
影
響
の
大
い
の
は

下
部
で
あ
る
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
激
。
で
私
は
蕪
に
、
圭

ビ
し
て
、
下
部
黄
河
の
上
流
を
、
陳
西
山
西
に
あ
る
も
の

ε
し
、
憧
關
よ
り
懐
慶
ま
で
を
中
流
ご
見
、
懐
慶
よ
り
海

迄
を
下
流
ざ
見
た
て
、
、
こ
の
下
部
下
流
の
黄
河
が
、
其

の
「
デ
ル
タ
」
を
、
い
か
や
う
に
縦
横
に
奔
…
署
し
た
か
、
叉

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
〇
　
（
一
九
二
）

い
か
や
う
に
、
こ
の
「
デ
ル
タ
」
を
成
生
し
た
か
、

事
を
の
べ
て
見
や
う
ご
思
ふ
。

畿

ビ
云
ふ

　
話
の
順
序
こ
し
て
、
簡
軍
に
こ
の
中
國
霜
野
の
地
勢
を

考
へ
る
、
こ
れ
は
孟
子
が
、
藤
文
公
章
句
の
中
に

　
禺
、
疏
九
河
、
漁
濟
潔
而
注
諸
海
、
決
汝
漢
、
排
潅
掴

　
冠
注
之
江
、
然
後
中
学
可
得
点
食
也

こ
の
べ
て
極
め
て
簡
潔
に
其
形
勢
を
導
破
し
て
み
る
。
帥

ち
北
方
に
福
河
が
あ
）
、
東
流
す
る
も
の
に
濟
漂
二
水
あ

り
。
西
か
ら
、
南
の
方
に
か
け
て
、
汝
漢
灌
掴
の
四
川
が

あ
っ
て
、
江
に
及
ぶ
…
間
の
李
野
で
、
直
隷
、
山
東
、
河
南

安
徽
、
の
四
幅
に
跨
る
一
大
卒
原
で
あ
る
。
こ
の
李
原
は

島
西
を
限
る
に
、
大
行
山
脈
ご
秦
嶺
山
塊
が
あ
り
、
南
を

限
る
に
霜
山
山
塊
が
め
り
、
東
の
方
に
山
東
山
塊
が
欝
え

て
み
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
大
行
山
脈
こ
い
ふ
の
は
東
経

百
十
四
度
の
邊
に
著
し
く
南
北
に
延
び
た
薩
線
の
断
暦
が

9



あ
っ
て
、
七
八
の
階
段
を
な
し
て
凡
千
七
百
米
の
高
さ
の

由
西
の
壼
地
が
、
多
野
に
沈
ん
で
み
る
の
を
、
低
い
方
か

ら
見
た
名
前
で
あ
っ
て
、
’
一
つ
の
つ
グ
ー
ブ
ル
ラ
ン
ド
し
の

重
縁
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
衛
輝
府
の
邊
か
ら
西
に
轡

離
し
て
、
東
西
の
蜥
履
に
忠
逢
っ
て
、
切
れ
て
み
る
、
其

の
東
西
断
暦
の
南
に
、
叉
高
数
百
米
の
秦
嶺
山
塊
が
あ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
山
塊
も
、
大
行
山
脈
ご
同
様
に
、
束

纒
百
十
四
度
の
邊
で
、
其
東
端
を
切
漸
さ
れ
て
む
る
の
で

あ
る
、
郎
ち
こ
の
百
十
四
度
の
南
北
線
の
漸
履
ご
い
ふ
も

の
は
、
支
那
李
野
構
造
上
の
、
非
常
に
有
力
な
因
子
で
あ

る
が
、
こ
の
線
に
直
角
に
交
は
る
ざ
こ
ろ
の
、
束
西
線
も

亦
一
つ
の
地
溝
線
で
あ
っ
て
、
大
行
山
ご
、
泰
嶺
ご
を
優

切
り
し
て
み
る
Q
黄
河
は
實
に
こ
の
爾
山
地
の
間
の
、
東

西
界
層
線
に
且
っ
て
、
東
流
す
る
も
の
で
、
こ
〉
に
龍
門

こ
か
庭
柱
ビ
か
い
ふ
や
う
な
瞼
を
破
っ
て
中
央
李
野
に
流

下
す
る
の
で
あ
る
。

、
そ
れ
か
ら
、
こ
の
静
寧
の
南
の
冬
山
山
塊
は
、
既
に
除

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
三
河
河
甦
憂
藩
の
塊
丈
學
的
考
察

程
老
年
性
の
山
地
で
、
高
度
も
低
く
、
地
貌
も
緩
慢
に
割

ら
れ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
是
れ
は
す
っ
ご
東
北
に
延
び

て
．
山
東
山
塊
に
つ
や
い
て
、
更
に
遠
く
遼
東
宇
島
ご
呼

癒
し
て
、
こ
の
中
盤
李
野
を
取
り
間
む
ご
こ
ろ
の
極
め
て

古
い
地
響
か
ら
成
立
し
て
み
る
。
從
っ
て
こ
の
中
席
上
野

は
、
一
の
圓
戯
場
形
を
な
し
て
、
渤
海
灘
か
ら
南
満
州
へ

の
び
て
み
る
ビ
こ
ろ
の
陥
落
地
帯
で
あ
っ
て
、
山
東
山
塊

ご
大
行
山
脈
ざ
が
、
太
古
代
か
ら
古
生
代
に
か
け
て
の
古

い
岩
石
か
ら
成
立
し
て
、
其
の
東
西
を
限
っ
て
み
る
の
で

あ
る
。
さ
て
こ
の
陥
落
ご
い
ふ
事
は
、
何
時
頃
の
出
來
事

で
あ
っ
た
か
ざ
い
ふ
ざ
、
恐
ら
く
第
三
紀
に
於
け
る
大
…
愛

動
の
あ
っ
た
時
代
の
事
で
あ
ら
う
ご
考
へ
る
。

　
其
の
後
第
四
紀
の
洪
積
期
に
、
】
無
心
は
日
本
迄
、
黄

海
一
帯
を
つ
や
け
て
、
陸
地
に
な
つ
だ
こ
ご
も
あ
っ
た
で

あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
理
由
も
あ
る
が
、
其
後
、
再
び
勘
考

．
作
用
が
あ
っ
て
、
沖
積
期
代
の
最
初
に
は
、
こ
の
李
野
全

艦
は
海
で
あ
っ
穴
こ
ご
～
信
せ
ら
れ
る
、
何
ε
な
れ
ば
馬

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
一
　
（
一
九
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
逆
饗
藩
の
地
丈
學
的
考
察

も
し
こ
、
に
洪
積
期
以
來
既
に
若
干
の
陸
地
が
あ
っ
た
も

の
こ
す
れ
ば
、
黄
河
は
其
の
洪
積
陸
地
の
上
に
、
更
に
若

干
の
腹
積
土
を
残
す
か
、
或
は
其
浸
蝕
作
用
に
よ
り
て
、

こ
の
洪
積
地
に
、
比
較
酌
深
い
漢
谷
を
生
す
る
こ
ご
、
露

國
の
ブ
オ
ル
が
河
畔
な
ご
の
や
う
な
、
地
形
を
示
め
さ
な

く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
左
襟
の
形
跡
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　
然
し
て
こ
の
大
行
垢
裂
線
よ
り
東
の
方
、
海
に
達
す
る

迄
は
、
殆
ん
ご
出
席
な
「
レ
ベ
ル
」
を
し
て
居
っ
て
、
而
か

も
こ
の
季
野
は
、
年
を
追
ひ
て
ま
す
く
廣
く
な
っ
て
行

く
傾
が
あ
る
、
即
ち
李
野
全
膿
が
、
地
質
時
代
に
は
海
で

あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
後
に
漸
次
海
が
退
却
し
て
土
地
が
寓

來
た
も
の
ご
見
る
べ
き
で
あ
る
、
例
命
ば
渤
海
兼
言
の
天

津
港
の
如
き
は
、
宋
代
に
舅
地
ロ
ご
い
ふ
海
港
で
あ
っ
だ

の
で
あ
る
が
、
今
日
は
既
に
五
十
一
浬
…
…
…
自
河
を
湖

つ
た
ご
こ
ろ
に
あ
る
、
即
ち
宋
代
以
後
に
於
て
海
が
減
じ

て
陸
が
そ
れ
丈
け
増
加
し
π
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
か
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
二
　
（
　
九
四
）

い
ふ
沖
積
手
原
の
特
徴
ご
し
て
、
自
か
ら
李
坦
な
、
水
回

、
的
の
地
形
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
溜
流
の
勾
配
な
ご
も
、

極
め
て
緩
慢
で
あ
る
、
天
津
で
は
、
潮
の
差
引
が
三
吠
も

あ
り
、
猶
そ
れ
か
ら
上
流
七
浬
乃
至
十
五
浬
に
も
影
響
す

る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
渤
単
に
現
在
の
海
の
近
い
地
…
黙
で

な
く
て
、
す
つ
ビ
西
の
方
の
山
手
に
近
い
所
、
例
命
ば
京

漢
線
の
鐵
道
の
W
遣
じ
て
る
る
所
を
み
る
ε
、
其
の
敷
設
當

時
の
測
量
に
よ
る
海
事
高
度
が
わ
か
る
、
こ
れ
は
南
北
に

池
じ
て
る
る
線
路
で
め
る
が
、
其
の
中
・
の
所
々
の
停
車
場

所
在
地
の
海
扱
高
度
を
廟
二
、
記
し
て
見
る
ε
、
左
の
如

く
で
あ
る
。

　
　
京
瀧
洛
線
高
度

北
京
前
門

薦
溝
橋

保
定
府

正
定
府

彰
徳
府

海
抜
＝
一
五
吠

同
　
二
〇
〇
眠

同
　
　
六
〇
眠

同
　
一
二
〇
訳

同
　
二
二
〇
駅



　
　
謝
．
　
荘
　
　
　
　
　
同
　
四
四
三
吠

　
　
麟
城
縣
　
　
　
．
同
晶
七
〇
吠
輪

　
　
湖
北
河
南
陸
上
（
武
勝
關
）
同
　
五
七
七
眠

こ
う
い
ふ
風
に
、
中
敷
4
1
野
の
部
分
に
位
す
る
各
騨
に
、

最
高
二
百
二
十
眠
秦
嶺
山
地
の
東
端
、
謝
々
で
さ
へ
、
四

四
三
吠
、
師
百
六
十
米
内
外
で
あ
っ
て
保
定
府
の
こ
ご
き

は
、
纏
に
六
十
灰
、
廿
米
に
達
し
な
い
の
で
み
る
。
彰
徳

府
営
で
七
十
米
に
達
し
て
居
ら
ぬ
。
日
≦
興
氏
の
客
9
窃

8
爵
。
閤
＝
o
宅
誌
く
①
び
ら
○
α
●
に
は
大
清
河
、
帥
今
臼
の

山
東
の
黄
河
は
、
　
一
帯
に
僅
に
四
吋
の
傾
斜
で
あ
る
ご
記

し
、
張
井
ご
い
ふ
人
の
安
東
改
河
議
の
中
に
は
滝
子
附
近

の
運
河
を
記
し
て
、
相
碁
る
百
里
に
し
て
、
落
水
五
尺
鯨

寸
な
ざ
、
記
し
て
み
る
、
即
ち
山
東
省
附
近
の
李
野
で
は

其
勾
配
が
五
千
二
百
八
ナ
．
分
の
U
内
外
こ
い
ふ
恐
ろ
し
く

買
先
な
斜
面
を
な
し
て
み
る
こ
ご
が
明
で
あ
る
。
か
や
う

に
、
こ
の
中
蒔
準
野
の
四
隅
に
於
け
る
、
海
扱
高
度
や
勾

配
か
ら
考
へ
る
ご
、
中
央
部
は
、
寧
ろ
低
く
こ
も
高
か
る

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
蓮
礎
遜
の
地
丈
學
的
考
察

べ
き
理
由
が
な
い
か
ら
、
ま
つ
大
膿
に
、
十
米
か
ら
三
四

十
米
ま
で
の
高
度
を
も
つ
た
軍
原
で
あ
っ
て
、
ま
つ
山
か

ら
海
ま
で
殆
ん
ご
水
準
線
に
近
い
陸
地
だ
ご
想
定
が
で
き

る
。
恰
も
大
阪
李
穿
の
低
い
部
分
の
ご
ご
き
地
形
の
、
大

規
模
な
も
の
で
あ
っ
て
、
海
の
退
却
し
た
も
の
で
あ
る
こ

ご
は
、
重
々
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

　
勿
論
こ
、
に
は
、
黄
土
の
風
積
作
用
ε
い
ふ
事
が
あ
ぢ

こ
の
黄
土
ご
い
ふ
も
の
が
風
積
し
て
、
い
か
七
二
の
李
野

の
生
成
に
墨
筆
し
て
み
る
か
、
ざ
い
ふ
事
の
計
算
は
極

め
て
⊥
ハ
ヶ
敷
こ
ご
で
あ
る
9
小
川
博
士
は
、
山
東
章
．
郎
縣

に
於
て
歴
代
の
土
器
を
登
掘
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
か
ら
黄
土

の
堆
積
率
を
計
算
し
て
百
年
間
に
約
○
、
二
五
米
ご
い
ふ

極
め
て
微
細
な
数
を
得
配
れ
た
、
塑
年
間
に
約
八
厘
二

毛
五
斎
づ
、
増
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
ふ
報
告

は
、
数
が
多
い
程
よ
ろ
し
い
が
、
今
日
迄
に
た
や
こ
の
一

度
衝
け
出
門
た
計
算
で
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
こ
れ
に
よ
り

て
推
論
す
る
こ
ご
は
さ
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
黄
土
ご
い

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
三
　
（
一
九
五
）



　
　
　
策
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
道
墾
藩
の
地
文
學
的
考
察

ふ
も
の
は
、
極
め
て
細
微
な
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
か
ら

風
に
も
飛
び
、
雨
に
も
流
れ
る
も
の
で
あ
る
、
三
っ
て
一

寸
堆
積
し
て
も
、
す
ぐ
に
風
に
散
り
、
雨
に
洗
は
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
氣
候
状
態
の
下
に
て
憾
、
目
立
っ

て
こ
の
李
野
の
上
に
積
っ
て
行
く
こ
い
ふ
事
は
な
い
、
ご

う
し
て
も
雨
水
の
流
下
作
用
に
勝
つ
こ
ご
が
幽
來
ぬ
、
從

っ
て
こ
の
方
も
河
水
の
影
響
の
一
部
分
．
を
補
ふ
も
の
だ
ご

考
へ
て
差
支
が
な
い
か
と
も
考
へ
る
。

　
さ
て
斯
機
に
憎
悪
な
土
地
ご
、
河
の
陰
欝
は
ざ
う
で
あ

る
か
ご
考
へ
て
み
る
。

　
第
一
に
こ
の
笹
野
が
海
で
あ
っ
た
時
を
想
像
し
て
み
る

山
西
か
ら
馬
陳
西
の
山
地
、
　
｝
鵬
の
土
地
を
蔽
ふ
て
る
る

あ
の
脆
溺
な
黄
土
暦
を
溶
か
し
た
、
ざ
ろ
一
の
河
水
が

滝
關
か
ら
思
し
て
、
邦
字
を
よ
ぎ
り
、
懐
慶
府
の
瀬
野
、

否
當
時
の
海
難
に
入
る
こ
す
る
ご
、
直
ち
に
こ
の
土
砂
は

沈
…
澱
を
は
じ
め
る
、
最
初
は
河
道
の
底
に
於
て
、
晒
土
地
が
．

高
ま
る
か
ら
、
河
の
出
ロ
に
於
て
、
中
央
部
に
州
が
出
來

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
ご
四
　
（
一
九
六
）

る
、
州
が
繊
翻
る
ε
河
幅
は
其
の
州
の
左
右
を
な
が
れ
る

…
…
…
つ
い
で
其
の
左
右
の
河
道
も
埋
ま
っ
て
く
る
ε
、

又
々
中
央
に
川
が
蹄
っ
て
き
て
、
段
々
前
方
に
陸
地
を
振

尽
し
て
ゆ
く
、
淀
川
な
ご
の
下
流
に
中
島
や
州
か
出
來
る

や
う
に
、
年
々
歳
々
に
噛
陸
地
が
増
加
し
て
河
流
は
亦
段

々
に
脚
長
さ
を
延
ば
す
こ
ご
に
な
る
。

　
河
道
が
延
長
す
る
ご
、
途
に
は
陸
地
の
後
方
に
河
道
附

近
よ
り
も
低
い
水
溜
り
を
残
し
て
ゆ
く
こ
ε
、
な
る
、
帥

ち
河
が
海
を
埋
め
る
最
初
は
或
程
度
の
廣
さ
ま
で
は
河
の

土
や
泥
で
源
面
ε
同
じ
位
の
高
さ
の
陸
地
を
、
前
面
に
延

ば
す
も
の
で
あ
る
が
、
同
に
其
の
左
右
後
方
に
、
水
溜
を

止
す
も
の
で
あ
る
（
「
ミ
ス
シ
ッ
ビ
ー
ト
河
下
流
デ
ル
タ
の

隠
里
照
）
こ
の
形
勢
は
、
籐
程
後
世
に
な
っ
て
も
、
明
に

槻
ら
る
、
も
の
で
あ
っ
て
、
其
水
溜
り
の
部
分
は
、
水
が

な
く
な
っ
て
み
て
も
、
や
は
り
低
く
残
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

　
さ
て
か
や
う
に
し
て
或
程
度
迄
、
古
の
海
面
埋
立
が
絡



つ
て
、
河
遣
が
あ
る
長
さ
は
陸
地
の
間
を
流
下
す
る
こ
ビ

に
な
る
ご
、
年
々
の
洪
水
期
に
水
が
溢
れ
て
、
岸
の
邊
で

水
勢
が
減
じ
、
自
か
ら
自
然
堤
防
を
つ
く
る
や
う
に
な
る

而
し
て
こ
の
自
然
堤
防
ご
い
ふ
も
の
は
、
所
に
よ
っ
て
は
、

鯨
程
立
派
な
も
の
に
成
長
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
な

る
ご
入
民
も
そ
ろ
一
言
の
堤
防
を
利
用
し
て
、
そ
の
上

に
住
宅
な
ざ
を
建
つ
る
や
う
に
な
る
、
追
々
に
は
こ
れ
を

人
爲
的
に
補
正
す
る
や
う
に
な
っ
て
く
る
ご
、
河
身
中
の

土
砂
は
自
か
ら
堤
防
の
中
に
堆
積
す
る
、
途
に
河
身
が
李

地
よ
り
も
高
く
な
る
ε
、
今
度
は
洪
水
の
時
之
を
支
へ
き

れ
な
く
て
、
附
近
の
雫
地
に
氾
濫
す
る
、
其
事
に
は
河
か

高
い
の
だ
か
ら
、
水
の
の
は
け
口
が
な
い
、
從
っ
て
何
年

た
っ
て
も
水
が
ひ
か
な
い
、
叢
に
於
で
河
を
ふ
か
め
る
、

疏
水
間
頴
Ψ
」
い
ふ
事
・
が
起
っ
て
來
る
、
以
上
は
別
に
黄
河

に
限
っ
た
現
象
で
な
く
、
　
一
般
の
河
道
の
、
自
然
の
成
行

で
あ
る
が
、
禺
の
治
水
な
ご
い
ふ
通
説
は
、
實
は
こ
の
自

然
堤
防
時
代
の
出
工
事
で
な
い
か
ご
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
溝
甦
愛
遜
の
勉
丈
學
的
考
察

　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
ム

つ
て
、
孟
子
が
九
河
を
被
し
ご
い
っ
て
み
る
の
が
、
地
文

學
上
、
籐
程
正
し
い
言
ひ
表
は
し
方
で
あ
る
ご
適
す
る
の

で
あ
る
。
．

　
次
に
第
二
期
に
な
る
ε
、
河
道
は
層
々
長
く
な
っ
て
、

入
爲
の
堤
防
期
に
入
る
、
そ
こ
で
河
の
爾
岸
は
、
誰
々
丈

夫
な
堤
防
で
界
つ
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
寸

尺
の
土
地
ご
い
へ
ざ
も
利
用
し
た
い
、
入
心
の
慾
望
か
ら

河
幅
を
段
々
に
狡
め
る
事
に
な
る
、
そ
う
な
る
ご
、
河
身

’
は
愈
高
く
な
っ
て
來
て
、
露
堤
防
が
途
に
洪
水
を
支
へ
能

は
ざ
る
の
時
節
こ
な
っ
て
、
こ
、
に
河
道
が
墾
遷
す
る
事

に
な
る
。

　
こ
の
河
幅
を
荻
め
て
堤
防
を
つ
く
り
、
河
岸
の
李
地
を

利
用
す
る
ε
い
ふ
こ
ご
が
、
黄
河
の
場
合
に
於
て
、
何
時

．
頃
始
ま
っ
た
か
ご
考
へ
て
み
る
ご
、
そ
れ
は
禺
の
治
水
よ

り
は
す
っ
ご
後
世
の
事
で
あ
っ
て
、
春
秋
も
し
く
は
、
戦

國
の
頃
、
凋
國
競
落
の
際
に
匙
つ
た
と
見
ら
れ
る
、
師
齊

桓
公
八
流
を
塞
ぐ
ご
記
し
た
り
、
孟
子
に
は
追
落
の
治
水

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
五
　
（
榊
九
七
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
道
憂
蓬
の
地
交
學
的
考
察

を
攻
撃
し
て
、
吾
子
望
郷
國
爲
堅
ご
論
じ
て
あ
っ
た
臥
す

る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
大
蔵
の
見
當
を
つ
け
て
、

春
秋
戦
圃
頃
迄
を
、
自
然
堤
防
の
時
代
、
そ
れ
か
ら
後
を

入
爲
堤
防
の
時
代
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
西
紀
前
九
十

七
年
漢
訳
帝
に
上
つ
だ
、
有
名
な
軸
る
頁
護
の
治
河
策
に

は
、　

堤
防
下
作
近
極
端
國
、
雍
防
百
川
各
以
自
利
、

ご
論
じ
て
み
る
の
で
、
更
に
燵
か
に
言
明
す
る
こ
ご
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
戦
訓
前
後
に
は
、
河
水
洋
々
こ
し
て
、
北
に

流
れ
活
々
た
り
ε
、
衡
風
に
述
べ
て
み
る
が
如
く
、
一
般

に
雫
素
の
水
量
も
豊
富
で
あ
っ
た
、
元
々
海
で
あ
っ
た
の

だ
か
ら
、
河
幅
も
轟
く
、
舟
揖
の
便
も
多
か
っ
た
事
は
髄

か
で
あ
る
、

　
國
策
を
見
る
ご
、
蘇
代
が
繋
馬
に
設
く
に
、
乗
夏
水
浮

島
舟
、
ε
云
ふ
句
を
以
て
し
、
國
語
の
中
に
は
、
桓
公
諸

侯
ご
畜
力
同
心
、
方
舟
を
浄
べ
、
檸
に
乗
っ
て
石
枕
に
至

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
二
山
ハ
　
（
一
九
八
）

る
。
な
ざ
の
記
心
畢
が
あ
っ
て
、
山
奥
河
　
は
轡
田
時
一
、
軍
事
・
は
勿

論
、
李
素
に
猛
て
も
重
要
な
る
輸
途
下
路
を
な
し
て
み
た

も
の
で
あ
る
が
、
下
っ
て
は
、
階
唐
の
時
代
に
於
て
も
、

大
蓮
河
の
工
事
も
あ
っ
て
、
水
運
の
利
、
誠
に
著
し
き
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
今
B
、
山
東
省
の
中
央
部
に
於
て

民
船
千
石
を
大
ご
し
、
大
抵
は
四
百
石
内
外
の
も
の
、
凡

そ
千
六
百
隻
ば
か
り
が
、
交
通
機
器
ご
し
て
、
利
用
さ
れ

て
る
る
の
み
で
、
而
か
も
洪
水
期
で
な
い
ε
、
河
南
へ
は

潮
る
こ
ご
が
蜜
來
な
い
妖
態
ご
比
較
す
る
と
、
今
昔
の
墾

化
、
全
く
以
て
御
話
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
Q

三

　
今
こ
、
で
現
在
の
黄
河
の
状
態
を
述
べ
て
見
る
○
光
緒

・
†
ム
ハ
年
（
一
入
九
〇
）
に
出
爽
催
π
、
　
一
ご
省
蕾
ハ
河
ム
焉
馬
ご
獄
ふ

實
測
圖
が
あ
る
、
こ
れ
は
最
近
の
尤
も
黒
茶
な
も
の
で
あ

っ
て
、
呉
大
詔
の
践
交
に
も
、
こ
の
圖
を
一
統
圖
ご
比
較

し
て
、
一
統
圖
は
、
内
府
の
薔
圖
に
糠
つ
だ
も
の
で
あ
る



け
れ
ご
も
、
こ
の
圖
に
は
、
左
楼
な
藍
本
ご
い
ふ
も
の
が

な
い
、
す
べ
て
實
地
測
量
の
結
果
で
あ
る
ご
自
賛
し
て
み

る
程
の
便
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
、
但
し
製
本
が
除
雪
六

ケ
敷
出
殻
て
る
て
、
　
一
等
分
り
に
ハ
・
い
圖
で
あ
る
か
ら
、

私
は
こ
れ
に
よ
り
て
別
に
新
ら
し
く
一
枚
書
き
の
河
圖
を

製
作
し
て
、
大
藩
の
河
勢
こ
い
ふ
も
の
を
明
に
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
圖
の
愚
論
に
は
附
録
ビ
し
て
堤
黒
表
ε
い

ふ
の
が
載
っ
て
み
る
、
岩
群
の
堤
防
の
廣
さ
高
さ
長
さ
が

一
々
詳
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
の
堤
防
圖
を
描

く
こ
ご
が
出
家
る
、
そ
こ
で
こ
の
二
つ
を
合
せ
て
見
る
ご

河
幅
が
何
縣
に
て
、
い
く
ら
あ
っ
て
、
又
其
の
所
の
四
身

が
い
か
程
高
ま
っ
て
み
る
か
、
堤
防
と
堤
防
こ
の
間
に
あ

る
写
実
の
廣
さ
は
い
く
ら
に
な
っ
て
み
る
か
、
堤
防
の
組

立
は
…
幾
重
に
な
っ
て
み
る
か
、
ざ
う
で
あ
る
か
ご
、
云
ふ

事
が
一
目
に
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
光
緒
十
六
年
番
縛
の
實
情
を
見
る
こ
こ

の
圖
に
あ
る
通
り
（
圖
略
す
）
黄
河
は
底
柱
の
瞼
を
出
で
、

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
道
墾
藩
の
地
丈
繊
的
考
察

寄
事
府
に
出
る
、
暫
く
は
堤
防
が
な
い
、
否
堤
防
の
必
要

が
な
い
か
ら
作
く
ら
れ
て
る
な
い
が
、
榮
丁
字
迄
く
る
ご

始
め
て
立
涙
な
堤
防
が
作
く
っ
て
あ
る
、
其
堤
防
の
出
　
登

記
は
丁
度
か
の
回
心
が
治
水
當
時
石
門
を
設
け
た
ざ
こ
ろ

に
近
く
、
實
に
後
六
畜
來
治
河
の
最
大
櫃
要
鈎
域
で
あ
る

こ
の
要
黙
か
ら
堤
防
を
築
い
て
、
遽
に
下
海
に
及
ん
で
み

る
の
で
あ
る
が
、
河
南
の
銅
壷
廟
ま
で
は
、
清
初
斬
補
の

設
計
に
な
っ
た
奮
來
の
河
道
で
、
河
幅
が
素
敵
に
思
い
、

其
上
に
堤
防
も
、
二
重
三
重
に
組
立
て
あ
っ
て
、
堤
防
の

面
寛
帥
上
邊
が
五
丈
乃
至
三
密
、
高
さ
は
一
髪
五
尺
か
ら

四
丈
五
尺
ま
で
に
高
め
ら
れ
て
み
る
、
そ
れ
が
河
の
爾
岸

に
す
つ
定
蓮
碧
し
て
る
て
、
し
か
も
其
の
問
帥
河
幅
は
、

十
粁
内
外
に
な
っ
て
み
る
が
、
李
生
水
の
通
っ
て
み
る
ご

こ
ろ
は
極
め
て
狭
い
も
の
で
あ
る
Q
要
す
る
に
水
の
通
る

外
に
、
、
除
地
を
十
分
に
廣
く
取
っ
て
一
旦
の
洪
水
に
準
備

し
て
あ
る
状
況
で
あ
る
、
そ
う
い
ふ
患
い
河
で
あ
る
所
の

も
の
が
、
河
口
に
下
る
に
從
っ
て
、
段
々
荻
ま
っ
て
み
て

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
二
七
　
（
一
九
九
）



　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
道
憂
藩
の
塊
丈
學
的
考
察

．
銅
器
癩
か
ら
北
に
決
し
て
僖
の
大
清
河
に
入
っ
て
摩
る
其

の
取
ロ
で
は
、
河
幅
僅
に
二
百
五
十
米
、
櫟
口
で
二
町
掌

濟
陽
ま
で
き
て
三
町
孚
、
そ
れ
が
河
口
で
僅
に
百
米
に
減

縮
し
て
み
る
、
而
し
て
こ
の
山
東
方
面
の
堤
防
こ
い
ふ
も

の
は
、
叉
極
め
て
輕
少
な
も
の
で
あ
っ
て
、
面
寛
概
ね
一

丈
地
年
ご
の
高
さ
一
丈
内
外
、
甚
し
き
は
三
四
尺
に
達
し

て
み
な
い
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
光
線
十
六
年
當
蒔
の
實
測

で
あ
る
が
、
一
九
〇
六
年
に
出
版
さ
れ
だ
、
月
面
2
氏
の

報
告
に
よ
る
ご
、
今
山
の
山
東
の
堤
防
は
、
高
さ
が
孚
均

二
丈
で
あ
る
こ
の
事
で
あ
る
、
こ
れ
は
千
八
百
九
十
年
か

ら
、
　
一
九
〇
山
電
導
蓬
、
十
六
年
間
に
、
河
内
ハ
が
年
々
に
改

修
し
た
か
ら
左
機
に
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
其
割
合

か
ら
推
せ
ば
、
一
九
二
二
年
の
現
今
は
、
三
丈
内
外
に
も

な
っ
て
み
る
筈
で
あ
る
。

　
こ
の
下
流
に
趣
く
に
從
っ
て
甚
平
す
る
ご
云
ふ
事
は
、

黄
河
の
特
性
ご
し
て
、
何
よ
り
も
さ
き
に
考
へ
ね
ば
な
ら

ぬ
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
ビ
同
時
に
、
河
身
内
に
泥
が
堆
積

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
ご
入
　
（
二
〇
〇
）

し
て
、
年
々
に
河
が
高
ま
る
、
從
っ
て
堤
防
も
高
ま
る
ご

い
ふ
事
が
、
同
時
に
俘
ふ
現
象
ε
し
て
、
重
要
親
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
点
で
あ
る
、
帥
黄
河
の
現
歌
ε
し
て
、
尤
も
注

死息

ｷ
べ
さ
ご
｝
要
黙
を
遽
れ
ば
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
A
容
水
量
が
概
ね
上
流
に
於
て
重
な
る
も
下
流
に
て
は

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
之
に
反
し
て
減
少
す
る
こ
ご

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
B
泥
土
の
量
は
下
流
に
及
ぶ
に
從
ひ
て
増
窮
す
る
事

こ
の
二
黙
で
あ
る
。

　
さ
き
に
述
べ
た
る
が
如
く
、
始
ん
ざ
水
子
に
近
き
李
野

を
、
潤
が
流
れ
て
、
其
問
に
水
は
地
下
に
沈
み
込
む
ご
同

時
に
、
一
つ
も
大
な
る
支
流
が
な
く
て
、
開
封
府
か
ら
衛

輝
府
の
問
の
如
き
、
百
六
十
里
の
間
は
、
今
日
で
は
全
く

砂
漠
で
、
雑
草
ご
柳
ご
丈
け
が
生
じ
て
．
み
る
ご
い
ふ
が
・
如

き
乾
燥
し
だ
地
表
を
流
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
下
流
に
行

く
に
從
っ
て
、
水
量
が
減
で
る
の
は
止
を
得
な
い
現
象
で

あ
る
Q
だ
か
ら
河
道
の
容
水
量
も
自
か
ら
荻
噛
し
て
み
る

の
で
あ
る
が
、
困
っ
た
事
に
は
、
他
の
河
と
ち
が
っ
て
、



黄
河
に
は
極
め
て
多
量
の
黄
土
が
水
に
流
さ
れ
て
み
る
の

で
あ
る
か
ら
、
水
分
は
減
じ
て
も
、
泥
は
減
じ
な
い
、
從

っ
て
下
流
に
及
ぶ
に
從
ひ
て
泥
が
塘
辞
す
る
ビ
い
ふ
こ
ビ

に
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
黄
河
の
泥
こ
い
ふ
も
の
は
、
い
か
程
水
の
中
に
含

ま
れ
て
み
る
か
ご
云
ふ
に
、
漢
代
に
、
張
戎
の
言
ふ
所
に

　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
へ

よ
れ
ば
】
石
水
而
山
虚
器
泥
ビ
記
さ
れ
て
み
る
、
こ
れ
が
戴
目

通
河
の
泥
の
説
明
に
用
ひ
ら
れ
る
僻
句
ビ
な
っ
て
み
る
が

明
の
義
烈
に
溜
季
馴
ご
い
ふ
入
が
論
じ
た
所
に
よ
る
ご
、

伏
秋
の
際
に
、
二
升
の
水
が
八
升
の
砂
を
運
ぶ
ご
あ
っ
て

水
ご
い
は
ん
よ
り
も
む
し
ろ
、
宇
液
状
の
泥
だ
ε
い
ふ
方

が
實
際
に
ち
か
い
鼎
旧
態
に
流
れ
る
、
で
あ
る
か
ら
、
急
流

で
な
い
限
り
、
砂
が
停
滞
す
る
の
は
盗
電
の
事
で
あ
る
Q

　
日
覧
巽
氏
の
言
ふ
駈
に
よ
乃
ご
、
黄
河
は
低
水
の
際
に

は
河
は
砂
灘
の
間
に
、
　
一
條
の
細
い
水
路
を
通
す
る
の
み

で
あ
る
が
、
高
水
の
時
に
な
る
ご
、
爾
岸
堤
防
の
間
に
、

濁
流
が
濃
っ
て
非
常
な
勢
に
な
る
、
こ
の
際
泥
が
水
ビ
共

　
　
　
第
七
谷
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
道
礎
藩
の
踏
丈
學
的
考
察

に
流
れ
る
が
、
輩
に
泥
が
導
い
て
み
る
の
で
な
く
て
、
液

歌
泥
土
が
、
い
つ
も
河
床
に
澹
う
て
徐
々
こ
し
て
下
る
の

で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
、
す
べ
て
海
に
下
ら
な
い
か
ら

一
部
分
は
堤
防
内
に
ご
ま
り
、
一
部
分
は
決
潰
し
た
所
か

ら
溢
れ
実
る
の
で
あ
る
。
こ
の
河
の
一
年
間
の
流
砂
量
を

計
算
す
る
ご
、
百
七
十
玉
高
立
方
吠
で
あ
っ
て
其
一
割
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
に
入
る
が
、
三
碧
は
河
床
に
沈
澱
し
て
残
り
の
六
割
が

堤
防
外
に
流
出
す
る
の
で
あ
る
ご
述
べ
て
み
る
。

　
千
八
百
九
十
八
年
、
王
家
梨
行
の
鼻
口
か
ら
出
た
泥
は

二
百
六
哩
の
面
積
を
、
支
脈
乃
至
十
島
の
深
さ
に
埋
め
π

総
計
で
百
六
十
億
立
方
吠
の
泥
土
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
で

あ
る
。
か
や
う
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
大
清
河
と
い
ふ
現

在
の
黄
河
も
、
最
近
二
十
年
間
に
、
十
五
灰
高
ま
っ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
計
算
し
て
み
る
ご
、
長
二
百
五
十
哩

山
東
省
内
の
み
に
て
）
幅
李
均
一
哩
こ
し
て
一
年
間
に
六

十
五
億
立
方
眠
づ
、
堆
積
し
た
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
Q

　
河
が
こ
の
方
面
に
流
れ
は
じ
め
た
の
は
、
成
豊
三
年
二

　
　
　
　
　
　
第
二
魏
　
　
　
ご
九
（
ご
0
一
）



　
　
　
策
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
湾
叢
饗
藩
の
塊
文
學
的
考
察

八
五
三
）
の
鍋
琵
廟
の
決
潰
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
決

河
當
時
の
大
清
河
は
、
深
百
吠
あ
っ
て
、
黄
河
の
水
の
す

べ
て
を
牧
与
し
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
手
時
に
は
堤
防

ε
い
ふ
も
の
は
な
い
、
こ
＼
に
零
時
の
絡
憲
物
が
め
る
が

こ
れ
に
は
黄
河
は
銅
琵
痛
以
下
に
堤
防
を
記
入
し
て
み
な

い
。　

そ
れ
が
其
の
後
、
年
を
ふ
る
に
從
っ
て
埋
ま
っ
て
き
た

の
で
、
一
入
入
三
年
に
は
、
河
底
が
地
下
ご
均
し
く
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ク

蝕
程
危
険
…
に
な
っ
て
き
だ
の
で
、
時
の
山
東
巡
撫
陳
　
世
木
加

が
幅
十
五
乃
至
二
十
里
（
六
義
！
八
粁
）
の
遙
堤
を
つ
く
っ

て
萬
一
に
備
へ
た
。
ご
こ
ろ
が
、
こ
の
工
事
後
二
年
を
へ

て
、
堤
内
住
民
の
請
願
に
よ
っ
て
、
張
耀
こ
い
ふ
昌
多
き

の
見
え
澱
巡
撫
が
、
内
堤
を
つ
く
る
こ
ご
を
許
可
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
民
は
事
ふ
て
．
河
岸
に
接
近
し

て
勝
手
な
堤
防
を
不
統
一
に
築
き
上
げ
た
の
で
、
堤
内
の

幅
李
均
一
哩
に
塗
し
な
い
や
う
な
も
の
ご
な
っ
た
こ
同
時

に
、
外
郭
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
い
こ
ご
〉
な
っ
た
の
で
め

第
二
號

諜
○
（
二
〇
二
“

る
。

　
そ
れ
で
も
光
緒
手
六
年
の
頃
に
は
、
ま
だ
内
堤
内
の
．
河

は
ま
だ
埋
ま
っ
て
み
な
い
の
で
、
三
省
黄
河
全
圖
の
堤
工

表
に
は
地
歴
ご
堤
内
下
灘
と
の
高
さ
の
差
ご
云
ふ
も
の
が

記
さ
れ
て
み
な
い
、
そ
れ
が
、
一
九
〇
六
年
に
な
る
ご
河

身
地
李
よ
り
も
高
き
こ
ご
李
均
十
五
眠
に
な
っ
て
み
て
、

一
年
に
葦
吠
づ
、
高
ま
っ
て
來
て
る
る
、
で
堤
防
も
二
丈

内
外
に
高
く
築
か
れ
て
み
る
が
、
こ
の
割
合
で
進
む
ご
一

九
工
ハ
年
に
は
二
丈
の
堤
防
で
は
内
部
が
全
く
埋
ま
っ
て

し
ま
う
こ
ご
、
な
る
か
ら
、
今
日
は
猶
更
に
高
い
堤
岸
に

築
き
上
げ
ら
れ
て
み
る
こ
ビ
、
信
ず
る
、
故
に
こ
の
・
山
東

省
の
部
分
で
も
、
河
南
省
の
部
分
の
や
う
に
、
十
粁
内
外

の
遙
堤
に
墾
更
し
て
、
水
の
通
る
面
積
を
廣
げ
る
必
要
が

あ
る
，
陳
氏
の
遙
堤
は
丁
度
都
合
よ
く
出
來
て
る
た
の
で

あ
る
が
、
今
臼
で
は
内
堤
の
馬
匹
だ
、
め
に
内
外
爾
堤
の

間
の
土
地
が
立
身
よ
り
も
著
し
く
低
く
て
、
非
常
に
危
瞼

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
陳
氏
の
外
堤
を
改
修
し
て
、
こ
の



低
く
い
地
面
を
高
め
る
や
う
に
し
淀
い
ε
云
ふ
の
が

日
立
興
氏
の
考
で
あ
る
。

　
も
し
琉
の
言
を
實
行
ず
る
ご
，
山
東
省
の
黄
河
は
、
丁

度
河
南
の
部
分
ご
同
機
の
禮
裁
に
な
右
の
で
、
籐
程
安
全

傘
が
ふ
え
る
の
で
あ
る
が
、
其
れ
は
河
床
が
五
十
吠
ま
で

高
ま
る
聞
、
約
数
十
年
間
を
無
事
な
ら
し
め
る
に
足
る
ご

い
ふ
事
で
あ
る
。
し
か
し
数
十
年
後
の
さ
き
は
ざ
う
な
る

か
わ
か
ぢ
な
い
。
誠
に
恐
る
べ
き
は
黄
河
の
泥
沙
ε
い
ふ

べ
き
で
め
る
。四

　
さ
て
其
泥
の
一
軒
が
海
に
入
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
中
々
多
量
で
あ
る
か
ら
、
年
々
に
海
岸
線
を
鍵
更

し
て
ゆ
く
そ
の
獲
化
の
跡
を
見
る
に
は
、
三
省
黄
河
全
圖

が
尤
も
正
し
く
て
信
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
實
は
我
海
軍

水
路
部
の
海
圖
三
百
九
十
二
號
、
「
渤
海
溝
」
が
あ
る
が
、
其

黄
河
々
口
に
關
す
る
記
事
に
よ
る
と
、
一
入
六
〇
年
高
萬

　
　
　
篁
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
道
饗
蓬
の
地
丈
箪
的
考
察

延
元
年
に
や
っ
た
英
國
軍
艦
ア
ク
テ
オ
ン
號
の
測
量
に
よ

る
ε
銘
記
し
て
あ
っ
て
、
其
以
後
の
測
量
が
な
い
。
こ
れ

は
成
豊
三
年
の
黄
河
々
撹
墾
遜
後
、
纏
に
七
年
目
の
測
定

で
あ
る
が
、
東
経
百
十
入
度
三
十
四
分
四
十
秒
、
北
緯
三
十

七
度
五
十
二
分
十
秒
を
以
て
河
口
ご
定
め
て
あ
る
。
こ
の

地
墨
は
宏
量
五
十
七
年
に
出
定
だ
中
外
一
統
輿
圖
の
海
岸

線
ご
あ
ま
り
蓮
っ
て
居
ら
漁
の
で
あ
る
が
、
．
こ
の
一
統
圖

こ
い
ふ
は
、
団
鷲
8
ノ
員
以
下
の
基
督
敷
宣
敏
師
の
手
に
な

っ
た
も
の
で
、
千
七
百
十
入
年
に
成
就
し
た
支
那
古
來
の

唯
一
の
實
測
圖
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
敷
父
の
報
告
に
基

い
て
、
　
U
鐸
瓢
巴
儀
。
が
、
一
七
三
五
年
に
ド
9
α
o
ω
o
瓜
で
嬢
。
嵩

α
o
一
、
国
ヨ
豆
話
α
。
冨
9
貯
9
四
懇
を
出
版
し
た
が
其
の

本
の
第
五
悲
・
ご
し
て
、
O
、
唐
μ
く
田
Φ
の
支
那
新
輿
圖
が
で

＼
み
る
、
こ
れ
が
其
一
統
圏
ご
同
じ
も
の
で
あ
る
の
で
あ

る
が
、
一
七
三
七
年
の
出
版
で
あ
っ
て
、
　
一
統
圖
ε
共
に

支
那
の
地
圖
こ
し
て
尤
も
信
慧
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
丁

度
こ
の
圖
の
測
量
當
時
は
、
黄
河
は
南
に
流
れ
て
み
た
か

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
一
＝
　
　
（
二
〇
三
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
逝
鍵
蓬
の
馳
丈
學
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
二
二
　
（
二
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四
）

ら
、
海
岸
線
画
化
を
及
ぼ
享
、
天
五
三
年
ま
で
は
鐸
私
は
・
≧
一
ご
省
黄
河
禽
、
及
墨
省
嵩
の
海
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ロ
　
へ

殆
ん
憂
化
が
＾
は
か
つ
を
考
へ
ら
れ
、
の
で
あ
嘉
、
響
㌔
新
し
い
も
の
g
こ
て
、
呆
の
水
路
部
の
禽
を
、
古

三
釜
河
憲
を
見
る
ご
・
む
が
大
に
賑
し
て
み
る
。
皿
、
論
い
難
線
ζ
∵
あ
酒
毒
線
の
間
の
楚
を
、
圖

邸
総
裏
十
⊥
ハ
年
の
観
測
堅
調
、
新
河
口
は
東
二
度
三
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
に
顯
は
し
た
上
で
、
面
積
九
百
十
四
李
方
領
の
新
成
陸
地

分
、
豊
讐
究
度
雰
＋
三
秒
北
緯
緯
距
＋
血
膿
｝
窟
を
黄
河
の
新
し
．
、
纏
に
よ
る
も
の
こ
計
等
る
・
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇
得
た
の
で
あ
る
。
で
こ
の
割
含
に
、
渤
海
灘
を
埋
め
る
ご

十
四
分
十
秒
ε
な
っ
て
居
る
、
そ
れ
で
河
目
が
ア
ク
プ
オ

ン
測
夏
時
よ
り
も
東
舞
め
る
こ
三
＋
ム
ハ
分
三
＋
三
翻
す
ミ
黄
河
一
流
の
み
習
い
た
乞
て
・
南
北
凡
七

秒
、
凡
三
圭
粁
奪
・
の
る
。
　
　
　
　
添
峯
、
東
西
二
度
乃
至
三
度
の
三
＋
八
町
方
粁
に
奪

こ
れ
は
其
後
に
暴
苗
束
適
量
に
も
同
様
に
記
さ
騰
る
、
、
の
面
繋
野
は
、
一
萬
四
五
千
年
で
埋
ま
っ
た
も

伸
諜
報
癒
蝉
騒
錫
慰
籍
鋸
麟
難
の
沖
積
季
　
．

岸
線
で
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
こ
の
延
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
　
　
　
　
五

た
方
を
信
用
す
べ
き
で
あ
る
、
英
國
墾
謀
本
部
が
出
し
た

直
隷
省
の
圖
な
ご
も
、
海
岸
線
は
、
ア
ク
グ
ォ
ソ
號
悪
難
　
｛
　
黄
河
は
か
や
う
に
下
流
に
行
く
ほ
ご
濃
く
な
る
河
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

の
ま
、
で
我
水
路
部
さ
へ
訂
正
を
し
て
ゐ
π
ひ
い
、
ご
う
も
　
』
つ
て
次
第
々
々
に
堤
防
の
中
が
高
ま
る
所
の
恐
ろ
し
い
河

支
那
の
多
く
の
地
圖
は
、
始
ん
ざ
こ
の
海
岸
の
獲
化
を
無
　
．
で
畠
4
3
る
、
往
古
は
河
幅
も
ひ
ろ
く
、
深
度
も
高
か
っ
た
か

視
し
て
み
る
も
の
が
多
い
の
で
困
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
鰐
ら
、
罰
合
に
其
の
害
も
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
段
々



に
河
が
埋
ま
っ
て
、
途
に
は
洪
水
の
際
に
、
河
道
が
鍵
移

す
る
こ
い
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
共
墾
移
の
次
第
も

順
序
な
し
に
、
無
賠
矢
鱈
に
墾
は
る
の
で
は
な
く
て
、
古

來
か
ら
の
河
滋
を
調
べ
て
見
る
ビ
、
大
功
に
秩
序
が
立
っ

て
る
る
、
で
私
の
調
べ
た
結
諭
を
さ
き
に
述
べ
る
ご
、
そ

れ
は
大
賊
…
に
、
厩
状
に
な
っ
て
、
横
に
順
次
移
っ
て
行
っ

て
み
る
の
で
あ
る
、
其
の
最
初
の
河
道
は
有
史
以
後
に
於

て
禺
河
ε
幸
す
る
も
の
で
、
大
行
山
脈
の
束
に
存
す
る
低

地
を
通
っ
て
、
北
の
方
へ
す
つ
ご
流
れ
る
、
洋
々
ε
し
て

北
流
し
て
み
る
こ
い
ふ
の
が
ま
つ
最
古
の
黄
河
で
あ
る
、

勿
論
そ
れ
よ
り
も
古
い
河
滋
は
あ
っ
た
で
あ
ら
う
ビ
信
じ

る
が
、
記
録
に
現
は
れ
澱
か
ら
致
方
が
な
い
。

　
支
那
に
於
け
る
河
の
記
録
は
漢
書
地
理
志
が
、
古
い
所

で
籐
程
正
確
に
出
て
み
て
、
其
後
歴
代
の
地
理
志
に
詳
し

く
の
べ
ら
れ
て
る
る
が
、
西
紀
五
百
年
頃
に
出
來
た
、
魏

麟
道
元
の
水
上
註
ご
云
ふ
書
物
は
、
名
の
示
め
す
が
如
く

水
影
に
窪
し
て
除
程
詳
密
に
古
代
地
理
を
述
べ
て
み
る
の

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
誼
鱒
悪
の
地
丈
學
的
考
察

で
、
尤
も
有
力
な
平
癒
こ
な
る
、
そ
れ
か
ら
後
の
世
に
は

河
や
無
水
の
記
録
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
っ
て
、
行
水
金
．

鑑
、
績
行
水
金
魚
、
な
ざ
い
ふ
集
成
本
の
大
部
な
も
の
が

あ
る
か
ら
、
除
亭
号
の
歴
史
が
明
に
な
っ
て
み
る
、
何
に

し
て
も
禺
以
來
の
恐
ろ
し
い
河
で
あ
る
か
ら
、
治
水
の
必

要
上
、
記
録
さ
れ
た
、
從
っ
て
世
界
中
の
河
の
中
で
、
記

録
の
多
い
事
、
黄
河
の
如
き
は
稀
で
あ
る
、
こ
の
中
で
、

過
古
の
形
勢
を
尋
法
る
に
は
、
何
よ
り
も
水
繊
註
が
第
一

で
あ
る
か
ら
、
私
は
特
に
水
準
註
圖
を
導
く
つ
て
、
研
究

の
材
料
ざ
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
黄
河
に
暮
し
て

は
、
大
河
（
即
漢
訳
の
大
河
）
ざ
、
漢
画
の
大
河
故
濱
ご
、

渥
川
こ
い
ふ
支
流
、
配
水
こ
い
ふ
支
流
、
痕
蕩
渠
ε
い
ふ

支
流
、
な
ざ
が
一
々
詳
細
に
記
載
ざ
れ
て
み
る
が
、
禺
河

の
こ
ご
は
詳
記
さ
れ
て
み
な
い
。

　
水
経
註
の
大
河
故
親
ご
云
ふ
の
は
、
實
に
禺
河
の
つ
ぎ

の
大
河
で
あ
っ
て
、
地
理
聖
書
團
縣
下
に

　
　
河
水
行
塞
外
、
東
北
。
入
塞
内
、
至
血
管
入
海
。
過
郡

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
一
ご
二
　
（
二
〇
五
）
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十
六
行
九
千
四
百
里

と
記
す
所
の
も
の
で
あ
る
が
、
地
理
志
の
郷
縣
下
に
別
に

左
の
記
事
が
め
る
。

　
　
故
大
河
、
在
東
北
入
海
、

師
章
武
入
海
の
大
河
の
あ
っ
た
時
の
前
に
、
郷
縣
の
東
を

通
っ
た
故
大
河
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
印
禺
河

で
、
記
録
王
、
最
古
の
黄
河
で
あ
る
。

　
禺
河
ご
い
ふ
の
は
、
斗
掻
に
記
さ
れ
て
み
る
か
ら
で
、

　
　
必
至
孟
津
、
東
国
洛
油
、
至
干
大
芸
北
過
帯
水
至
子

　
　
大
陸
又
北
播
鴬
九
河
、
同
旨
逆
河
入
チ
海

ご
あ
る
河
で
あ
っ
て
、
こ
の
故
大
河
は
、
洪
水
口
の
東
十

八
里
要
害
亭
ヌ
は
宿
塵
事
ざ
云
ふ
地
か
ら
、
．
北
流
し
て
大

行
山
の
西
を
通
っ
て
、
郷
里
の
東
を
す
ぎ
、
列
人
縣
で
、

聾
唖
に
合
し
、
大
陸
澤
に
入
り
、
そ
れ
よ
り
北
思
し
て
九

河
ビ
な
り
、
逆
河
こ
な
っ
て
海
に
入
る
所
の
も
の
で
あ

る
Q

　
河
が
こ
の
道
を
蓮
つ
た
ざ
い
ふ
豊
潤
は
、
漢
書
地
理
志

　
　
　
錦
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
海
河
甦
墾
蓬
の
塊
丈
學
的
考
察

に
詳
し
く
撮
て
る
る
の
で
、
書
く
は
支
那
學
、
第
一
憲
、

第
十
二
號
に
登
表
し
た
ゆ
ゑ
、
こ
、
で
は
繰
返
さ
漁
が
、

史
記
を
編
纂
し
陀
太
史
公
も
、
河
渠
書
に
こ
の
河
を
誤
っ

て
、
水
経
註
の
大
河
故
濱
ご
同
一
覗
し
て
み
る
の
で
あ
る

が
、
後
世
王
葬
の
時
、
河
水
の
氾
濫
が
あ
っ
て
、
治
水
問

題
が
、
や
か
ま
し
く
論
ぜ
ら
れ
、
一
時
に
百
入
以
上
も
論

議
す
る
も
の
が
輩
出
し
た
時
に
、
こ
の
乱
騰
の
河
遣
が
、

明
確
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
、
こ
の
禺
河

は
溝
遺
志
に
は
じ
め
て
記
さ
れ
て
あ
る
、
即
大
司
馬
王
横

の
言
に
、
周
譜
云
、
定
王
五
年
、
河
徒
、
則
今
行
所
禺
之

穿
所
　
に
非
ざ
る
也
、
ご
め
つ
て
、
か
の
質
譲
の
平
河
策
も

こ
の
禺
河
の
地
煙
こ
い
ぷ
事
を
考
へ
立
論
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
定
籍
五
年
西
紀
前
志
〇
二
年
以
前
の
禺
河
は

圖
の
如
く
に
流
れ
て
み
た
も
の
で
、
禺
貢
、
地
理
志
、
c
山

海
経
其
他
の
記
鎌
に
よ
っ
て
其
跡
を
尋
ね
る
こ
ご
が
出
來

る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
紀
　
元
必
剛
山
ハ
〇
二
年
に
、
河
が
束
に
移
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
五
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
滋
墾
藩
の
塘
文
學
的
考
察

す
れ
ば
そ
れ
が
水
甲
南
の
所
謂
大
河
賊
乱
ε
、
潔
川
の
二

つ
で
あ
っ
て
、
法
眼
の
河
渠
書
に
記
載
さ
れ
て
あ
る
本
流

で
あ
る
、
漢
武
帝
の
時
、
河
が
漉
州
附
近
の
瓠
子
に
決
し

河
道
が
束
南
鉦
野
に
毘
で
た
の
を
、
天
子
宣
房
に
親
臨
し

て
元
の
通
り
に
し
た
。
太
史
公
は
之
を
、
河
を
二
割
に
徒
し

蕩
の
故
蓮
を
復
す
と
頒
め
た
の
で
あ
る
、
が
翼
翼
は
、
二

河
で
な
く
て
、
章
武
入
海
の
大
河
故
漬
で
あ
る
、
こ
の
第

二
の
大
河
本
流
も
成
帝
の
建
始
四
年
頃
か
ら
、
ま
π
一

景
ま
っ
て
、
水
災
の
記
事
が
出
て
く
る
が
、
結
局
王
蓋
の

始
建
國
三
年
、
西
紀
一
一
年
に
館
陶
よ
り
東
し
て
、
千
乗

に
入
る
こ
ご
に
な
る
、
そ
れ
を
後
漢
の
明
週
の
時
に
、
三

景
こ
い
ふ
英
雄
が
で
、
、
治
水
の
功
を
全
く
し
、
榮
陽
か

ら
千
乗
背
甲
ま
で
、
千
籐
里
の
間
、
堤
防
を
築
き
上
げ
た

部
ち
完
全
な
る
人
品
堤
懲
懲
に
入
っ
た
黄
河
本
流
が
、
即

こ
れ
で
あ
っ
て
、
西
紀
七
十
年
以
後
、
晋
唐
五
代
を
へ
て

千
除
年
間
は
、
黄
河
は
こ
、
を
流
れ
た
も
の
で
あ
る
、
水

経
註
の
大
河
の
記
事
は
、
實
に
こ
の
王
景
の
河
の
委
曲
を

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
鱒
岬
　
　
　
　
コ
一
山
ハ
　
（
二
〇
入
）

記
述
し
π
も
の
で
あ
る
、
凡
書
〇
二
十
三
年
間
も
、
永
い

闇
流
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
其
間
に
い
ろ
一
の
鍵
遷
が

あ
る
。

　
黄
河
は
下
の
方
で
、
泥
の
た
め
に
つ
ま
っ
て
く
る
だ
、

そ
れ
が
原
因
で
上
の
方
が
崩
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
迄

は
禺
河
か
ら
、
大
河
故
套
、
そ
れ
か
ら
王
景
の
大
河
ご
、

い
ふ
風
に
河
道
が
束
へ
、
東
へ
ご
、
順
次
に
移
っ
た
の
で

あ
る
が
、
唐
の
碧
羅
の
景
囁
二
年
に
な
る
ざ
、
河
口
が
汲

沙
の
た
め
に
埋
ま
っ
て
、
新
ら
し
い
河
口
が
、
馬
谷
山
の

東
南
に
出
π
、
（
太
李
簑
宇
高
）
。
撃
ち
東
移
し
た
、
河
が

西
紀
八
九
三
年
に
至
っ
て
逆
に
西
へ
ま
わ
る
こ
ε
に
な
っ

た
。　

そ
れ
が
宋
代
に
な
る
ご
、
慶
暦
八
年
西
紀
一
〇
〇
四
年

に
な
っ
て
、
河
が
苦
患
横
難
嬬
に
決
し
、
商
胡
河
こ
い
ふ

新
河
こ
な
っ
て
壁
地
口
即
今
の
天
津
に
出
て
、
海
に
入
る

こ
ざ
、
な
る
Q

　
其
後
叉
一
支
を
出
し
て
、
二
胡
河
ビ
な
っ
て
、
東
北
、



渤
海
に
出
た
。
か
や
う
な
わ
け
で
、
漁
業
に
は
河
患
が
中
々

に
多
く
王
地
時
代
の
や
う
に
、
河
議
が
盛
ん
で
あ
る
、
中

に
も
欧
陽
修
や
翼
翼
石
な
ざ
の
孚
論
が
あ
る
、
當
時
遼
金

の
外
患
が
め
っ
て
、
こ
れ
を
防
守
す
る
た
め
に
、
今
の
天

津
府
か
ら
、
保
定
府
二
帯
の
間
に
、
塘
潔
ご
云
っ
た
入
江

を
作
く
っ
て
、
契
丹
戎
馬
の
足
を
限
る
の
天
瞼
こ
し
て
ゐ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

だ
の
で
、
そ
こ
へ
、
商
胡
河
が
流
れ
る
ε
い
ふ
ご
、
そ
の

入
江
が
直
ち
に
埋
ま
る
恐
が
あ
っ
た
か
ら
、
可
成
は
、
北

流
を
東
流
に
引
き
戻
さ
ん
も
の
ご
苦
心
し
た
の
で
あ
る
、

此
の
際
、
欧
陽
修
は
黄
河
己
棄
の
道
、
古
よ
り
復
し
難
し

ご
切
論
し
た
に
も
拘
は
ら
す
、
安
石
は
無
理
に
北
流
を
二

股
河
へ
切
う
落
し
て
、
却
っ
て
失
敗
し
淀
や
う
な
歴
史
が

あ
る
、
そ
れ
か
ら
、
國
も
焦
れ
る
し
、
河
道
も
早
れ
て
、

西
紀
一
一
〇
七
年
、
大
．
観
元
年
に
、
河
は
西
の
方
、
翼
州

に
盗
れ
、
信
都
南
宮
を
壊
っ
ご
あ
っ
て
、
河
は
正
し
く
二

河
の
芸
才
に
脇
っ
て
き
た
。
郎
黄
河
は
、
宋
代
百
年
の
問

に
、
周
墨
黒
千
五
百
年
間
の
病
癖
を
、
逆
に
急
に
西
へ
移

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
海
甦
憂
藩
の
地
丈
學
的
考
察

っ
陀
の
で
あ
る
。

　
抑
も
か
や
う
に
、
二
代
に
な
っ
て
、
河
が
扱
ひ
に
く
、
な

つ
セ
の
は
主
ご
し
て
永
い
間
に
河
蓮
の
附
近
の
浸
郷
が
埋

ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
途
に
河
身
が
高
ま
っ
て
、
地
李
以
上

に
な
つ
π
か
ら
で
あ
る
が
、
か
う
い
ふ
風
に
何
回
こ
な
く

切
れ
る
ざ
、
こ
の
切
れ
ロ
で
あ
る
錦
砂
附
近
が
、
…
膿
に

高
く
な
る
か
ら
、
今
度
は
河
は
北
へ
流
れ
る
こ
ご
が
出
摩

な
く
な
っ
て
、
南
へ
」
切
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
、
照
寧
十

年
二
〇
七
七
）
に
、
漉
州
二
村
に
決
し
て
、
北
流
絶
ゆ
ご

の
記
事
が
あ
る
の
は
、
無
勢
に
於
け
る
此
の
形
勢
の
墾
化

を
明
に
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
つ
い
で
、
金
明
昌
五
年
に

な
る
ご
、
愈
河
が
陽
武
に
切
れ
て
、
東
芝
山
潔
に
濫
ぎ
、

そ
れ
か
ら
南
北
に
分
流
す
る
こ
、
な
っ
て
、
王
景
の
河
道

の
附
近
に
又
々
河
が
流
れ
る
こ
ご
に
な
る
。

　
こ
れ
が
河
滋
の
第
五
墾
で
、
南
北
分
流
時
代
こ
も
い
ふ

べ
き
時
期
が
凡
百
年
つ
“
く
、
古
駅
五
年
よ
り
元
の
至
元

二
十
三
年
、
（
西
紀
一
一
入
六
年
迄
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
七
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
遺
攣
濃
の
地
文
學
的
考
察

　
皆
皆
二
十
三
年
に
は
、
平
身
又
々
荒
れ
て
、
陽
武
の
梅

か
ら
酒
水
を
奪
っ
て
潅
に
入
り
し
が
、
そ
れ
で
も
．
猶
由
東

省
の
方
に
水
が
流
れ
る
こ
ご
も
あ
っ
た
が
、
元
…
世
組
昔
ム
旧

年
二
二
八
九
）
に
運
河
の
一
部
で
あ
る
蒲
池
河
を
つ
く
っ

た
の
で
、
北
流
絶
え
て
河
は
全
く
南
流
す
る
こ
ご
、
な
る

こ
れ
か
ら
が
南
流
入
潅
の
時
代
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
元

初
の
河
道
は
明
に
定
め
る
こ
ご
が
翫
來
澱
、
大
運
に
街
三

豊
ご
閲
封
府
こ
の
間
に
在
り
て
、
堤
防
も
不
完
全
に
、
む

し
ろ
無
堤
防
の
歌
学
に
放
任
さ
れ
て
み
た
か
ら
、
縦
横
に

靡
豪
し
て
る
た
こ
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
今
田
こ
の
邊
一
膿

が
、
砂
漠
に
な
っ
て
み
る
の
も
こ
の
頃
か
ら
の
遷
化
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

”
喝
ご
考
へ
ら
れ
る
。

　
そ
れ
か
ら
約
五
十
年
を
へ
て
、
泰
定
元
年
に
、
開
封
よ

ら
束
徐
城
に
出
で
、
、
油
水
ご
合
し
、
潅
に
入
る
河
道
が

で
き
て
、
今
織
の
泌
黄
河
の
最
初
の
製
革
を
つ
く
る
こ
ε

、
な
る
の
で
あ
る
、
こ
の
元
以
後
蝉
声
ま
で
の
間
に
於
て

は
、
江
南
の
粟
を
北
京
に
供
給
す
る
た
め
に
、
南
北
の
大

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

三
入
（
｝
二
〇
）

蓮
河
こ
い
ふ
も
の
が
、
非
常
に
重
親
さ
れ
る
こ
ご
、
な
っ

た
、
其
故
に
河
が
古
へ
の
如
く
、
束
流
し
て
、
こ
れ
に
荒

れ
込
む
こ
ご
は
、
非
常
の
苦
痛
で
あ
っ
た
か
ら
、
つ
ご
め

て
南
へ
流
す
工
夫
を
し
だ
も
の
で
あ
る
．
そ
こ
で
い
ろ

く
堤
防
築
造
の
方
法
が
鞭
明
さ
れ
、
改
良
さ
れ
た
も
の

で
、
至
正
年
間
に
は
貰
魯
ご
い
ふ
治
水
の
輩
、
雄
が
隔
て
、

實
遡
河
を
ひ
ら
き
、
河
滋
を
南
に
つ
け
た
、
こ
れ
は
非
常

な
大
工
事
で
、
多
く
の
人
夫
を
使
役
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
元
が
亡
ん
だ
こ
申
さ
れ
る
程
で
あ
る
、
け
れ

”
ε
も
河
早
上
の
大
功
が
あ
る
か
ら
、
歓
陽
元
は
至
正
河
防

記
こ
い
ふ
書
物
を
か
い
て
、
典
功
を
録
し
た
の
で
、
そ
れ

に
は
除
程
細
か
い
築
堤
の
方
法
が
記
さ
れ
て
み
る
P
蓋
し

支
那
の
築
堤
術
は
こ
の
時
を
㎝
新
紀
元
こ
し
て
進
歩
し
た

の
で
あ
る
、
．

　
つ
い
で
難
解
河
も
、
叉
々
埋
ま
っ
て
、
河
水
の
流
通
が

苦
し
く
な
っ
て
遷
る
ビ
、
又
々
洪
水
の
患
が
生
じ
て
、
明

代
単
身
の
大
洪
水
こ
か
、
蕉
統
十
三
年
の
氾
濫
の
如
き
は



恐
ろ
し
い
勢
の
も
の
で
あ
っ
て
、
原
武
、
榮
陽
の
上
流

に
切
れ
だ
か
ら
し
て
其
災
害
も
甚
し
く
、
こ
の
後
は
黄
河

は
、
大
小
の
二
つ
こ
な
っ
て
大
黄
河
は
榮
陽
か
ら
南
下
し

て
頴
川
に
入
り
、
潅
に
合
し
、
小
黄
河
は
、
束
し
て
泰
定

河
、
壁
面
一
河
の
附
近
を
流
れ
て
、
油
縣
で
運
河
に
合
す
る

　
　
　
つ

ご
い
ふ
無
論
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
後
、
明
代
二
百
五
十
年
問
の
、
河
近
の
荒
れ

方
ご
い
ふ
も
の
は
、
誠
に
前
古
未
曾
有
の
事
で
あ
っ
て
、

正
統
、
宏
治
、
正
徳
、
嘉
靖
、
萬
暦
，
凡
そ
十
年
な
ら
す
し

て
、
「
河
滋
の
墾
が
あ
る
、
中
に
も
正
統
十
三
年
、
張
秋
沙

灘
の
淡
河
は
、
石
鐵
況
下
す
る
事
下
毛
の
こ
ご
く
、
入
力

労
す
べ
か
ら
す
ご
て
、
憲
章
を
㍊
り
、
符
発
を
以
て
濃
は

ん
ε
し
た
程
で
め
る
が
、
青
磁
も
甚
し
か
っ
た
の
は
、
嘉

靖
三
十
七
年
の
決
河
で
あ
る
、
こ
の
時
の
は
大
河
が
、
蹄

徳
府
の
北
、
新
集
口
で
き
れ
て
、
⊥
ハ
股
を
生
じ
、
つ
い
で

十
一
の
分
派
こ
な
り
、
同
十
四
年
に
は
、
そ
れ
が
十
三
流

に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
河
の
深
さ
も
乏
き
は
二
尺
ご
記

　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
河
敷
墾
悪
り
地
文
學
的
考
察

し
て
あ
る
か
ら
、
た
や
も
う
無
秩
序
に
、
山
東
河
南
爾
省

の
界
を
荒
れ
て
み
た
こ
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
萬
暦
六
年
に
、
播
季
馴
こ
い
ふ
人
が
、
河
臣
に

な
っ
て
、
在
職
前
後
二
十
七
年
、
尤
も
功
を
つ
く
し
て
、

今
日
の
泌
醗
越
河
の
基
礎
を
立
て
た
、
嵩
置
一
覧
こ
い
ふ
書

　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
あ
る
、
束
水
廟
沙
こ
い
っ
て
、
可
成
河
筋
を
一
つ
に
纏

め
て
、
砂
を
流
す
ご
い
ふ
こ
ご
に
苦
心
し
だ
も
の
で
あ
る

そ
こ
で
河
南
一
帯
の
大
洪
水
の
難
が
漸
く
助
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
清
初
に
は
．
男
浪
合
流
以
下
に
荒
れ
て
き
た
、
そ

れ
は
こ
の
下
流
が
埋
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
そ
こ
で
康
照

十
六
年
（
一
六
七
七
）
に
な
っ
て
、
斬
補
が
今
度
は
治
河
の

任
に
當
っ
て
、
饒
淺
を
幕
下
に
得
、
言
意
改
良
し
て
、
河

南
省
か
ら
下
流
、
寺
詣
ま
で
、
す
っ
ご
遙
堤
を
つ
く
り
、

河
夫
制
度
を
熔
岩
制
度
に
改
め
て
、
軍
紀
を
以
て
、
防
河

の
事
に
當
つ
た
の
で
、
今
日
も
河
南
省
の
堤
防
は
、
そ
の

ま
＼
動
か
す
に
残
っ
て
み
る
．
こ
の
際
の
著
述
に
、
治
河

方
略
ご
い
ふ
の
が
あ
る
、
こ
れ
は
今
日
ま
で
、
沃
野
の
過
W

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
九
　
（
二
一
一
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
海
蓮
攣
蓬
の
触
丈
學
的
考
察

守
す
る
所
の
金
科
玉
條
で
あ
る
、
か
や
う
に
し
て
、
王
景

麗
筆
、
播
季
馴
、
翠
蔓
、
こ
の
四
人
は
、
實
に
黄
河
治
水

史
上
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
の
功
臣
で
あ
っ
て
、
各
々
其
時
代

々
々
に
大
功
を
建
て
た
も
の
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
濃
黄
河
も
，
長
髪
賊
の
翫
に
會
ひ
、
政
治
が

行
履
か
な
か
っ
た
際
、
威
豊
三
年
に
至
っ
て
、
銅
琵
癩
の

決
潰
ε
な
っ
て
水
を
う
け
な
く
な
つ
π
ご
共
に
、
今
日
の

河
遁
は
、
漢
代
の
千
乗
入
海
の
河
道
に
近
い
道
を
通
っ
て

山
東
省
を
通
過
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
み
る
。
で
、
今
度
は

南
に
切
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
北
流
し
て
大
河
故
漬
の
附

近
に
拙
る
か
、
で
な
く
ば
南
紅
切
れ
て
濾
水
淫
水
の
何
れ

か
に
入
る
と
云
ふ
順
番
に
な
っ
て
み
る
の
で
め
る
。

以
上
の
墾
化
を
約
言
す
れ
ば
、

　
1
　
尊
王
五
年
よ
り
昏
迷
二
年
迄
（
河
撹
束
移
）
、
千
五

　
　
　
百
年

　
2
　
景
藤
よ
り
金
工
昌
五
年
迄
（
内
寸
西
移
）
、
三
百
年

　
3
　
明
昌
よ
り
元
至
元
年
間
迄
（
河
道
南
移
、
分
流
）
、

ぴ
’
r

第
二
號

四
〇
　
（
二
一
ご
）

こ
の
内
、

は
渤
海
に
あ
っ
て
其
後
六
百
年
間
は
、
舳
絶
海
に
注
ぎ
、
最

後
の
六
十
年
間
は
、
又
々
渤
海
に
注
い
だ
の
で
あ
る
が
、

こ
の
六
十
早
年
の
問
に
、
凡
九
百
十
四
馬
方
粁
こ
い
ふ
、

恐
ろ
し
い
大
き
な
「
デ
ル
タ
」
を
作
く
っ
た
こ
ご
は
、
前
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
以
前
の
千
八
百
年
間
の

獲
化
、
ま
た
は
六
百
年
間
の
黄
海
去
冬
の
図
化
は
、
い
か

や
で
あ
る
か
、
こ
れ
は
輕
々
に
見
過
す
こ
ご
は
寓
來
ぬ
、

こ
の
海
岸
線
の
墾
化
ご
い
ふ
事
を
、
歴
史
上
に
尋
ね
て
、

い
か
や
で
あ
っ
た
か
と
云
ふ
こ
ご
を
述
べ
て
、
こ
の
老
訊
察

の
隠
り
こ
い
た
さ
う
ご
思
ふ
つ

　
　
　
　
　
六

凡
百
年

至
元
よ
6
威
豊
三
年
迄
ρ
河
道
南
流
入
潅
）
、
凡
五

百
年

識
旗
蝿
昇
以
後
ム
ー
堀
割
（
大
清
河
、
轟
果
流
）
、
凡
ム
ハ
十
八

年　
最
初
か
ら
明
昌
ま
で
、
千
八
百
年
間
は
、
河
口



　
い
ろ
く
の
材
料
記
録
か
ら
見
て
、
第
一
に
．
考
定
せ
ら

る
、
の
は
漢
代
の
海
岸
線
で
あ
る
、
こ
の
海
岸
線
を
定
め

る
基
礎
ビ
し
て
私
の
取
っ
た
の
は
、
年
始
皇
の
望
粥
壷
又

は
甘
煮
帝
の
建
設
し
た
こ
い
は
る
、
望
海
賦
の
位
置
で
あ

る
。
次
ぎ
に
太
書
影
宇
記
に
記
さ
れ
て
み
る
任
郎
古
城
の

位
貴
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
漢
、
元
始
二
年
、
中
郎
將
、
任

邸
、
此
の
城
を
築
き
て
、
海
冠
を
防
ぐ
ビ
あ
る
か
ら
、
塾
こ

れ
も
往
古
の
海
岸
で
あ
っ
た
ビ
思
は
れ
る
、
無
始
皇
の
望

薫
蒸
、
そ
れ
は
蒲
壷
ご
も
云
ふ
も
の
で
、
・
今
の
濱
州
の
東

十
里
（
支
那
里
）
に
あ
る
だ
い
ふ
か
ら
、
今
の
濱
州
か
ら
約

日
本
の
二
里
場
の
近
い
地
下
は
、
當
時
下
に
臨
ん
で
み
た

事
に
な
る
の
で
、
今
日
の
利
津
、
需
化
、
海
豊
の
諸
縣
は

古
へ
門
地
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
こ
い
ふ
事
は
績
山
東
考

古
録
に
述
べ
て
あ
る
、
そ
れ
で
こ
の
蒲
壷
を
海
岸
ご
す
る

ご
、
今
日
で
は
九
十
里
約
四
十
粁
の
内
地
に
な
っ
て
み
る
。

　
漢
武
の
望
海
壷
は
畿
輔
通
志
の
考
讃
に
從
へ
ば
こ
れ
は

海
か
ら
七
十
里
約
三
十
粁
の
内
地
に
な
る
、
そ
れ
で
こ
の

　
　
　
第
七
巷
　
研
究
　
黄
河
河
讃
墾
遽
の
地
丈
學
的
考
察

二
黙
を
つ
ら
ね
て
海
岸
線
を
引
き
、
然
る
後
水
経
回
の
記

事
に
の
っ
て
み
る
河
流
の
海
に
入
る
所
を
護
み
合
は
引
ビ

籐
閣
老
舎
よ
く
び
つ
た
り
ご
符
合
す
る
か
ら
、
大
膿
に
漢

代
の
海
岸
ざ
見
て
満
款
ひ
な
き
こ
ご
、
信
ぜ
ら
れ
る
、
そ

れ
か
ら
漢
武
の
望
海
壷
か
ら
牝
の
方
に
な
る
ご
、
水
経
註

に
漂
楡
邑
こ
い
ふ
戸
口
が
あ
っ
て
、
魏
土
地
記
に
、
高
城
縣

東
北
一
百
里
、
北
魚
脳
漂
楡
［
三
雲
二
部
海
一
ご
あ
る
か
ら
、

高
城
縣
（
今
櫨
山
縣
南
四
十
里
）
か
ら
計
算
し
て
、
其
の
地

瓢
を
定
め
る
ご
、
海
を
去
る
こ
ご
殆
五
十
粁
の
内
地
に
な

る
、
そ
の
つ
ぎ
に
は
、
水
面
註
に
大
河
は
東
李
醤
縣
（
今

大
城
縣
）
の
南
東
に
て
海
に
入
る
ご
記
し
て
み
る
か
ら
、

大
城
附
近
へ
海
岸
線
を
引
い
て
、
そ
れ
か
ら
任
邸
古
城
の

方
へ
線
を
つ
け
て
み
る
ご
、
天
津
か
ら
西
、
保
定
の
附
近

へ
か
け
て
渤
海
灘
が
非
常
に
轡
戯
し
て
陸
地
に
入
る
こ
ビ

、
な
る
、
こ
の
保
定
府
は
、
海
抜
僅
に
六
十
吠
、
帥
二
十

米
以
下
の
低
地
で
あ
る
か
ら
、
籐
程
古
へ
は
低
く
か
っ
た

も
の
ご
見
て
よ
ろ
し
い
の
で
、
今
臼
の
文
墾
か
ら
安
州
一

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
一
　
（
二
一
一
二
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
河
海
溢
攣
藩
の
塊
文
學
的
考
察

帯
の
低
窪
地
を
、
漢
代
の
海
ご
見
る
の
は
除
程
り
ー
ゾ
ナ

ブ
川
の
見
方
な
の
で
あ
る
、
そ
れ
で
、
こ
の
海
溝
は
．
凡

そ
二
度
、
二
百
粁
以
上
の
入
江
に
な
っ
て
居
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
へ
　
　
ち
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
ム
　
ム

地
理
志
に
も
、
落
下
河
東
至
文
安
入
海
ざ
、
記
し
て
み
る

の
で
あ
る
。
で
め
る
か
ら
、
宋
代
に
は
こ
の
低
下
の
地
勢

を
利
用
し
て
、
こ
、
に
塘
櫟
を
博
く
つ
て
、
契
丹
を
防
い

だ
の
で
め
る
が
、
今
日
も
猶
、
束
淀
西
淀
な
ご
の
水
溜
が

獲
っ
て
み
る
の
み
で
な
く
、
大
洪
水
が
あ
る
ざ
、
天
津
か

ら
保
定
附
近
ま
で
、
一
緒
の
湖
水
こ
な
っ
て
、
水
が
む
し

ろ
西
へ
流
れ
る
こ
い
ふ
亡
母
を
呈
す
る
の
で
あ
る
、
千
八

百
七
十
二
年
か
ら
、
七
十
四
年
の
供
水
に
つ
い
て
、

因
8
｝
駈
δ
諭
障
二
恩
二
・
七
五
百
ハ
に
、
そ
の
鼎
…
況
が
出
て
み
る

最
近
千
九
百
十
六
年
冬
期
の
天
津
の
洪
水
に
も
、
同
楼
の

現
象
を
生
じ
た
の
で
、
こ
、
に
藤
代
の
海
が
あ
っ
た
こ
ご

は
間
違
ひ
な
き
こ
ご
で
あ
る
。
こ
の
入
江
か
ら
北
方
に
な

る
ご
、
天
津
よ
り
北
三
十
粁
の
泉
摺
故
城
が
古
い
海
に
臨

ん
で
み
た
こ
ご
は
水
維
註
地
理
志
の
記
事
に
歴
々
こ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
艶
聞
二
號
　
　
　
　
四
二
　
（
二
一
四
）

記
さ
れ
て
み
る
。
そ
れ
か
ら
雍
奴
縣
も
古
へ
は
海
に
近
か

く
、
そ
れ
よ
り
東
へ
か
け
て
元
代
に
は
海
岸
百
入
十
里
輻

八
十
粁
の
地
が
俗
画
に
蔽
は
れ
て
る
る
か
ら
こ
て
開
墾
を

論
じ
た
入
も
あ
る
程
で
、
す
つ
ご
、
＋
口
の
海
則
序
線
で
あ
る

こ
ご
を
語
っ
て
み
る
G
水
経
註
に
は
魏
曹
操
の
開
い
た
運

河
の
詑
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
樂
亭
縣
附
近
か
ら
雍
奴
に

及
ぶ
こ
い
ふ
て
あ
っ
て
、
今
日
で
は
除
軽
陸
地
の
内
に
入

っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
の
蓮
河
を
當
時
の
海
岸

に
近
か
っ
た
も
の
こ
考
へ
て
、
渤
海
溝
全
禮
に
渡
っ
て
一

つ
の
漢
代
導
爆
線
を
引
く
こ
ご
が
出
　
挙
る
。

　
こ
の
礎
代
海
爆
の
猶
以
前
を
考
へ
る
ご
、
春
秋
時
代
の

こ
ご
に
な
る
が
、
春
秋
に
は
大
河
故
漬
が
出
港
て
る
な
い

で
、
禺
河
の
方
に
流
れ
て
み
た
か
ら
、
齊
の
箆
鷺
で
あ
る

　
　
ム

無
燈
を
以
て
當
時
の
海
爆
ご
見
る
こ
ご
が
出
來
る
。
そ
れ

は
今
の
慶
雲
縣
か
ら
北
方
の
地
が
海
で
あ
っ
た
こ
ご
に
な

る
の
で
、
漢
代
海
岸
線
の
中
に
も
「
つ
春
秋
時
代
の
線
を

想
定
す
る
こ
ご
が
出
凍
る
、
漢
代
の
大
河
故
濱
は
、
王
．
韓

、



の
時
に
北
行
ず
る
こ
ご
を
止
め
て
、
千
乗
に
出
で
た
故
に

齊
の
東
方
に
あ
っ
た
互
淀
の
低
窪
地
が
途
に
埋
ま
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
つ
い
で
景
編
以
後
河
が
又
々
北
に
蒙
る
こ
ご

　
、
な
っ
て
、
宋
代
に
海
岸
線
は
漂
楡
の
一
線
よ
り
も
、
更

　
に
前
進
す
る
こ
ε
㌧
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
唐
絶
代
の
海
岸
線
を
考
へ
る
ご
、
こ
、
に
は
古

い
材
料
ご
し
て
、
＝
三
七
年
に
石
刻
さ
れ
た
阜
昌
の
爾

跡
圓
ε
い
ふ
も
の
が
残
つ
で
る
る
、
百
里
方
響
に
か
、
れ

た
る
立
派
π
．
地
圖
で
、
元
和
郡
縣
志
や
、
太
群
馬
宇
記
の

四
至
八
到
に
符
合
せ
る
、
確
か
な
も
の
で
あ
る
、
故
に
こ

れ
を
参
考
ビ
し
て
、
元
和
郡
縣
志
，
及
太
季
簑
宇
記
の
記

事
を
見
る
ビ
、

　
渤
海
縣
　
大
海
在
縣
束
百
六
十
里

　
蒲
纂
縣
　
海
在
客
思
百
四
十
里

，
な
ご
、
海
岸
の
各
縣
に
つ
い
て
、
明
記
さ
れ
て
み
る
か
ら

麿
代
宋
初
市
戦
々
九
世
紀
頃
の
海
岸
線
を
、
圖
上
に
引
く

こ
ご
が
で
ぎ
る
、
こ
れ
を
第
一
線
に
比
し
て
、
約
　
千
年

　
　
　
第
七
巻
　
研
究
　
黄
河
河
道
墾
悪
の
地
文
學
的
考
察

間
に
海
岸
の
前
進
、
潔
き
は
十
五
粁
、
濃
き
は
五
ナ
粁
に

達
す
る
を
知
る
こ
ざ
が
出
京
る
、
た
や
し
、
天
津
の
西
に

，
捲
潔
が
入
江
こ
し
て
あ
っ
た
跡
が
永
く
卑
灘
の
地
こ
し
て

残
っ
て
居
π
こ
ご
は
間
違
ひ
な
い
が
、
こ
れ
も
明
清
二
代

の
問
に
、
度
々
自
河
の
洪
水
が
あ
っ
て
、
殆
ん
ご
埋
ま
っ

た
こ
同
時
に
、
こ
の
唐
宋
の
海
岸
線
全
禮
が
再
び
徐
々
こ

し
て
前
野
を
は
じ
め
た
Q

　
そ
れ
は
景
幅
よ
り
押
元
迄
四
百
年
間
河
が
こ
の
海
に
入

っ
た
結
果
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
師
】
統
辞
や
早
早
の
海
圖

に
表
示
さ
れ
て
み
る
海
岸
線
で
あ
る
，
こ
の
最
近
の
海
岸

線
ご
唐
宋
時
代
の
海
岸
線
こ
の
幅
は
、
丁
度
営
外
の
海
岸

線
ご
宋
代
の
海
崖
線
ビ
の
幅
ご
同
じ
や
う
に
、
十
重
か
ら

五
十
粁
の
前
進
間
隔
を
有
し
て
み
る
、
こ
れ
は
圓
孤
の
内

部
で
め
る
か
ら
面
積
の
上
か
ら
云
へ
ば
徐
程
少
い
の
で
あ

る
け
れ
ず
も
、
幅
か
ら
見
て
は
、
同
じ
事
・
に
な
っ
て
み
る

こ
れ
は
当
盤
の
流
れ
た
時
間
の
長
さ
が
少
い
か
ら
、
か
や

う
に
少
い
面
積
を
埋
め
て
當
然
な
こ
ご
で
あ
る
の
で
、
も

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

四
三
（
ご
一
五
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
測
河
遽
髪
藩
の
地
文
學
的
考
察

し
も
こ
れ
が
、
其
後
南
流
入
潅
の
時
期
凡
五
百
年
の
問
こ

い
ふ
も
の
が
す
べ
ぐ
、
、
北
流
し
て
み
た
ご
椴
窮
す
れ
ば
、

猫
こ
の
幅
の
借
以
上
海
岸
が
前
進
し
て
み
た
も
の
ご
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
大
西
論
的
に
か
や
う
に
云
っ
て
き
た
の

は
、
現
在
の
渤
海
灘
の
深
度
の
比
が
昔
も
同
様
の
も
の
で

同
様
の
傾
斜
を
も
つ
て
み
た
こ
の
推
測
か
ら
ま
っ
は
か
く

論
じ
た
の
で
あ
る
◎
そ
れ
か
ら
一
入
五
三
年
に
な
っ
て
河

が
三
た
び
北
に
出
た
か
ら
そ
れ
か
ら
後
に
九
百
＋
四
季
方

粁
の
陸
地
が
凡
六
十
年
を
へ
て
卓
筆
上
っ
た
こ
ご
な
ざ
を

考
へ
て
、
こ
の
漢
代
、
及
宋
代
以
後
の
前
…
進
は
、
決
し
て

机
上
の
塞
論
で
な
い
だ
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
、
か

や
う
な
勢
で
、
埋
ま
る
も
の
ご
す
る
ご
、
渤
海
灘
の
埋
没

す
・
る
こ
ビ
は
、
左
程
に
遠
い
題
号
「
で
な
い
ご
思
は
れ
る
。

そ
れ
が
軍
に
、
黄
河
一
流
の
沖
積
作
用
の
み
で
な
く
て
、

白
河
諸
水
の
泥
土
の
運
搬
を
も
、
併
せ
て
考
へ
ね
ば
な
ら

滋
の
で
あ
る
か
ら
、
年
々
に
測
量
を
し
な
け
れ
ば
、
こ
の

海
岸
の
地
圖
ざ
い
ふ
も
の
は
、
正
確
に
現
は
れ
な
い
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
四
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に
な
る
の
で
あ
る
、
　
一
度
正
確
な
實
測
を
や
っ
て
見
た
い

ご
思
ふ
Q

　
そ
の
つ
ぎ
に
序
に
考
ふ
べ
き
は
、
南
流
入
穿
の
問
に
、

こ
の
南
の
方
の
海
岸
は
、
い
か
い
に
な
つ
だ
か
ビ
云
ふ
事

で
あ
る
が
、
こ
の
方
面
薫
は
、
潅
安
府
の
附
近
に
、
洪
澤

湖
、
射
陽
湖
な
ご
非
常
に
湖
水
の
多
い
所
が
あ
る
、
黄
河

は
こ
の
三
郷
に
流
下
し
來
っ
て
、
こ
れ
ら
の
湖
水
を
埋
め

た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
湖
水
の
面
積
が
古
よ
り
も
、
除
程
減

少
し
た
の
で
あ
る
、
從
て
海
へ
は
土
砂
が
縢
れ
る
量
が
少

い
か
ら
、
海
岸
線
の
前
進
ご
い
ふ
事
は
渤
海
灘
に
於
け
る

が
如
く
、
著
し
く
は
な
い
。

　
け
れ
ざ
も
、
斬
輔
治
水
の
際
に
は
、
籐
程
海
岸
が
埋
ま

っ
て
み
た
も
の
ご
児
え
て
、
古
へ
の
洋
紅
が
、
雲
梯
關
で

海
に
入
っ
た
の
ご
比
べ
て
、
斬
補
の
上
書
に
は
、
關
外
百

里
の
問
、
既
に
陸
地
に
な
っ
て
み
る
ざ
述
べ
て
み
る
の
で

あ
る
。

　
斬
捕
の
黄
河
下
流
の
治
水
は
、
堤
防
を
つ
く
っ
て
、
河



水
の
湖
に
入
る
こ
ご
を
阻
止
し
、
す
べ
て
こ
れ
を
海
に
放

つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
後
海
の
埋
ま
る
こ
ご
は
、
著
し

ぐ
速
度
を
速
め
、
凡
そ
三
十
粁
ば
か
り
東
海
の
海
口
が
前

進
し
た
こ
ピ
に
な
っ
た
、
こ
れ
も
、
太
李
簑
宇
記
な
ご
の

古
［
へ
の
海
岸
の
記
事
を
見
て
、
現
在
の
海
産
に
比
べ
る
ビ

除
但
馬
か
に
理
解
す
る
こ
ご
が
で
き
る
、
但
南
流
は
五
百

年
間
で
、
し
か
も
浸
郷
の
多
い
方
面
へ
流
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
海
岸
の
前
進
こ
い
ふ
こ
ご
が
渤
海
溝
程
に
著
し
く

眼
に
っ
か
な
い
の
は
止
を
得
な
い
事
で
あ
る
。

七

　
以
上
大
黒
に
、
海
岸
の
獲
化
を
の
べ
た
が
、
か
く
黄
河

は
、
漸
次
長
さ
を
増
す
ご
同
時
に
、
陸
地
の
上
に
泥
を
き

せ
か
け
る
の
み
で
な
く
、
日
々
に
河
身
が
高
ま
る
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
河
南
の
霞
堤
内
部
が
、
全
’
し
埋
っ
た
時
を

想
像
す
る
ε
、
誠
に
黙
然
ご
し
て
恐
る
べ
き
で
あ
る
、
四

五
十
吠
の
高
さ
の
あ
る
、
幅
は
四
点
乃
至
十
粁
の
廣
い
帯

　
　
　
第
七
巷
　
　
研
　
究
　
　
黄
病
河
道
憂
選
の
地
丈
學
的
考
察

が
、
榮
澤
か
ら
山
東
の
海
岸
迄
一
千
百
十
三
支
那
里
、
六

百
二
十
粁
の
も
の
が
、
こ
の
中
國
の
不
野
を
、
東
西
に
横

断
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
左
礎
に
な
っ
た
ε
す
れ
ば
、
こ

れ
は
全
線
に
亙
っ
て
、
罪
常
に
危
瞼
な
こ
ご
で
あ
っ
て
極

め
て
、
些
細
な
虫
け
ら
の
穴
が
開
い
た
ビ
し
て
も
、
そ
れ

が
恐
る
べ
き
、
泥
水
の
溢
出
を
持
來
た
す
こ
ε
に
な
る
の

で
、
誠
に
一
日
も
安
心
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
、
威
豊
の

洪
水
の
時
に
は
、
幸
に
百
眠
の
深
さ
も
あ
っ
た
こ
い
ふ
、
大

清
河
が
手
近
に
あ
っ
π
か
ら
、
都
合
よ
く
新
河
道
が
出
來

て
好
都
合
で
あ
っ
た
け
れ
こ
も
、
現
在
の
黄
河
々
道
の
附

近
に
は
、
丁
度
其
の
や
う
な
、
手
頃
な
河
が
な
い
、
故
に

一
旦
堤
が
き
れ
π
ざ
す
れ
ば
、
其
れ
が
南
で
あ
ら
う
ご
、

北
で
あ
ら
う
ε
、
其
の
い
つ
れ
の
方
面
も
、
全
膿
に
洪
水

の
彌
焦
す
る
は
想
像
に
難
く
な
い
事
で
め
る
、
故
に
目
下

は
た
や
可
成
丈
夫
に
謹
岸
工
事
を
施
す
ご
い
ふ
事
の
み
、

に
盤
書
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
保
瞼
の
期

限
は
百
年
で
あ
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
さ
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第
七
巻
　
　
研
　
究
　
　
黄
測
河
叢
饗
遮
の
地
交
雛
的
考
寮

き
は
．
芝
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
、
誠
に
不
安
な
駿
態
に
あ

る
の
で
あ
る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

併
し
こ
の
黄
河
水
流
は
、
砂
が
た
・
・
、
つ
で
、
水
が
淺
一
な

っ
て
ゆ
く
が
、
其
沈
ん
だ
水
が
、
ご
う
か
し
て
、
典
附
近

に
湧
く
も
の
ビ
見
え
て
、
衛
河
こ
か
慶
水
ε
か
い
ふ
州
に

な
る
ε
、
籐
程
深
が
あ
っ
て
、
舟
揖
の
利
が
あ
る
の
で
め

る
、
こ
う
い
ふ
黄
河
附
近
の
諸
国
に
は
、
泥
が
な
い
、
從

っ
て
年
々
に
河
筋
が
洗
は
れ
て
行
く
の
で
、
黄
河
本
流
の

機
に
，
埋
ま
る
恐
れ
が
な
く
、
寧
ろ
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
傾

が
あ
る
、
こ
れ
ら
の
河
は
、
ま
つ
黄
河
の
伏
流
的
支
流
で

あ
る
ビ
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
目
黄
河
の
南
に
あ

る
、
小
溝
河
こ
い
ふ
、
由
來
省
の
河
な
ざ
も
、
黄
河
が
、

こ
ち
ら
へ
流
れ
て
か
ら
、
後
に
出
撃
た
川
で
あ
っ
て
》
元

明
の
頃
に
、
か
＼
る
河
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
、
そ
れ

が
今
日
で
は
、
濟
南
か
ら
海
へ
通
じ
て
、
山
東
鐡
遽
開
設

以
前
に
は
、
尤
も
有
力
な
る
交
W
遇
路
を
な
し
て
居
っ
て
、

今
も
水
蓮
の
利
、
民
船
の
数
な
ざ
、
黄
河
本
流
よ
り
も
遙
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四
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入
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に
大
き
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
で
こ
う
い
ふ
風
の
河
は
、
す
べ
て
こ
の
、
忌
避
の
、
運
翰

変
蓮
0
3
機
關
で
古
か
ら
一
の
運
河
風
に
利
用
さ
れ
て
る
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
今
度
黄
河
の
汎
濫
し
た
時
の
、

水
を
う
け
る
役
目
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
黄
河
已
棄
の
滋

は
復
し
が
た
い
。
そ
れ
は
即
身
が
高
く
な
っ
て
み
る
か
ら

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
新
し
い
伏
流
的
支
流
が
、
今
後
の
代

役
を
す
る
ご
い
ふ
具
合
に
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
從
っ

て
こ
う
い
ふ
河
の
附
近
の
人
は
、
何
れ
は
遠
か
ら
ず
、
恐

ろ
し
い
目
に
逢
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
か
や
う
に

し
て
結
局
黄
河
の
自
然
的
の
墾
遷
と
い
ふ
も
の
は
、
防
止

し
得
べ
か
ら
ざ
る
事
ご
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
の
伏
流
的
支
流
ご
、
古
代
よ
り
の
運
河
ざ
の
關
係

如
何
ご
い
ふ
問
題
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

註ハ

燒
ｾ
を
後
鼻
に
譲
る
こ
ご
、
す
る
o


